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1. 事業の趣旨・目的 

新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響により、専修学校においては、制度的に遠隔

授業の実施が認められているものの、実践的な職業教育を行うという特色から、対面授業を

前提に実習・実技にウエイトを置いたカリキュラムが構築されていること、一部の専修学校

において、これまで遠隔授業のノウハウが乏しく、遠隔授業の指導方法が未確立であるため

指導内容は教員の IT スキルに依存していることなどの課題が指摘されている。このため、

今後新型コロナウイルス感染症の長期化や新たな脅威が懸念されることから、専修学校に

おいて社会に必要不可欠な専門人材の供給を継続できる体制の構築が急務である。 

そこで、専修学校における実践的な職業教育を支える実習授業等において、産学官が連携

し、VR（仮想現実）・AR（拡張現実）等をはじめとした先端技術の活用方策について実証

研究することにより、職業人材の養成機能を強化・充実していくとともに、在宅等でも、専

修学校における実践的な職業教育の質を落とすことなく提供し、新しい教育の在り方を検

討するため、先端技術を活用した遠隔教育の実践モデルを構築し、先端技術の技術革新や社

会実装を促進する。 

本事業では、当該プロジェクトの進捗状況についての連絡調整を行い、各プロジェクトの

事業成果を体系的にとりまとめ、専修学校教育における先端技術の普及・定着方策を提示す

るとともに、諸外国における先進的な活用事例のリサーチを行い、専修学校及び企業双方の

取組を促す活動を実施する。 
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図 1-1 に、計画の全体像を示す。 

 

 

 

図 1-1 計画の全体像 
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2. 先端技術利活用検証プロジェクトの進捗管理 

専修学校遠隔教育導入モデル構築に係る取組の進捗管理に係る方策、工夫として、以下を

実施した。 

（1）分野横断連絡調整会議 

（2）個別会議 

（3）勉強会 

（4）プロジェクト管理シートの運用 

（5）Web 会議システムの活用 

 

図 2-1 に、実施内容の関係図を示す。 

 

 

図 2-1 実施内容の関係図 
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表 2-1 に、専修学校遠隔教育導入モデル構築プロジェクトの一覧を示す。(*)印は今年度

から新たに参加した機関を示す。 

表 2-1 専修学校遠隔教育導入モデル構築プロジェクトの一覧 

No 機関名 事業名 

1 学校法人誠和学院 専門学校日本

工科大学校 

板金・塗装技術習得のための遠隔教育実践モデル

事業 

2 学校法人穴吹学園 穴吹調理製菓

専門学校 

調理製菓分野における、教育効果の高い遠隔及び e

ラーニング教育実践モデル開発事業 

3 学校法人重里学園 日本分析化学

専門学校 

化学分野等における先端技術を活用した実習科目

の遠隔教育モデル構築事業 

4 一般社団法人一生美容に恋する

会 

美容分野専門学校における先端技術を活用したオ

ンライン・コンテストの実践モデル構築事業 

5 学校法人大和学園 京都製菓製パ

ン技術専門学校 

with コロナ時代に適応した AI/ビッグデータ/VR を

活用した製菓衛生師のための遠隔教育導入モデル

構築事業 

6 学校法人三橋学園 船橋情報ビジ

ネス専門学校 

ウェアラブルデバイスを活用したスポーツ系科目

の遠隔教育導入モデルの構築 

7 学校法人浦山学園 富山情報ビジ

ネス専門学校 

遠隔教育によるチームプログラミング導入モデル

の構築 

8 学校法人文化学園 文化外国語専

門学校 

日本語教育のための効果的な遠隔授業モデル構築

プロジェクト 

9 学校法人大庭学園 沖縄福祉保育

専門学校 

介護・保育分野における演習・実習科目に係る遠

隔教育実現のモデル化と教育の品質向上に関する

実証研究事業 

10 学校法人原田学園 鹿児島医療技

術専門学校 

遠隔教育における個人デバイス及び VR 使用におけ

る有用性検証の事業 

～多学科における多職種連携教育での実現検証～ 

11 株式会社穴吹カレッジサービス 看護分野における遠隔教育導入モデル開発事業 

12 学校法人河原学園 河原電子ビジ

ネス専門学校 

遠隔教育におけるプログラミング実習モデルの開

発事業 

13 学校法人東京滋慶学園 日本医歯

薬専門学校 

歯科衛生士人材育成における先端技術を活用した

遠隔授業の実証研究事業 

14 

(*) 

一般社団法人全国専門学校情報

教育協会 

先端技術を活用した体感型双方向遠隔教育の実践

モデル構築事業 

15 

(*) 

学校法人大和学園 京都栄養医療

専門学校 

栄養士・管理栄養士分野における先端技術を活用

した遠隔教育モデル構築プロジェクト 
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2.1. 分野横断連絡調整会議 

各プロジェクトの進捗管理や質の均衡を図るために、進捗状況の把握、連絡調整、情報共

有、助言を目的として、分野横断連絡調整会議を年に 3 回開催した。 

表 2-2 に、分野横断連絡調整会議の実施日時の一覧を示す。 

 

表 2-2 分野横断連絡調整会議の実施日時の一覧 

会議名 実施日時 主な内容 

第 1 回分野横断

連絡調整会議 

2022 年 8 月 9 日（火） 

14:30～17:00 

（対面会議） 

・今年度の実施計画 

・各プロジェクトの事業計画 

・九州大学の遠隔授業モデルの事例紹介 

・全体を通じた意見交換 

・今後の予定 

第 2 回分野横断

連絡調整会議 

2022 年 11 月 10 日（木） 

14:30～17:00 

（対面会議） 

・事例紹介 

・勉強会 

・グループディスカッション 

・今後の予定 

第 3 回分野横断

連絡調整会議 

2023 年 2 月 1 日（水） 

14:00～16:00 

（Web 会議） 

・事例紹介 

・グループディスカッション 
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2.1.1. 第 1回分野横断連絡調整会議 

（1）日時 

2022 年 8 月 9 日（火） 14:30～17:00 

 

（2）開催場所 

東京国際フォーラム ガラス棟 4 階 G402 会議室（オンライン会議 Teams と併用） 

 

（3）議事次第 

・今年度の実施計画 

・各プロジェクトの事業計画 

・九州大学の遠隔授業モデルの事例紹介 

・全体を通じた意見交換 

・今後の予定 

 

（4）配付資料 

・資料１ 議事次第 

・資料２ 参加者名簿 

・資料３ 座席表 

・資料４ 今年度の実施計画（事務局） 

・資料５ 各プロジェクトの事業計画（各団体） 

・資料６ 九州大学の遠隔授業モデルの事例紹介（事務局） 

 

（5）出席者（※参加者五十音順） 

・株式会社穴吹カレッジサービス 

・学校法人大庭学園 沖縄福祉保育専門学校 

・学校法人誠和学院 専門学校日本工科大学校 

・一般社団法人 一生美容に恋する会 

・学校法人河原学園 河原電子ビジネス専門学校 

・学校法人大和学園 京都製菓製パン技術専門学校 

・学校法人三橋学園 船橋情報ビジネス専門学校 

・学校法人文化学園 文化外国語専門学校 

・学校法人東京滋慶学園 日本医歯薬専門学校 

・学校法人穴吹学園 穴吹調理製菓専門学校 

・学校法人原田学園 鹿児島医療技術専門学校 

・学校法人浦山学園 富山情報ビジネス専門学校 

・文部科学省 
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・事務局（みずほリサーチ＆テクノロジーズ株式会社） 

 

（6）主な意見交換の内容 

＜遠隔教育のメリット・デメリット＞ 

 歯科衛生士の学科の中で午前部と夜間部があり、特に夜間部の学生が働きながら学

んでいる。その学生から遠隔授業により登校がなく、時間の制約がかなり楽になった

との意見がある。 

 デメリットとしては、授業中に画面上全ての学生を映そうとしても漏れてしまうた

め、この学生は本当に理解しているのかが分からない。毎回の小テストや、個別面談

で対応しているが、授業中のここが分かりにくいかもという教員の肌感覚がつかめ

ないとの意見がある。 

 本校も、同様に遠隔授業によって時間の制約がなくなったという声がある。本校は鹿

児島市内でも交通の便が良くないところにあるので、通学に 1 時間半から 2 時間く

らいかかる学生もいる。遠隔授業にすることで、学ぶ意欲が高い学生は自宅で余裕を

もって授業を受けることができるという意見がある。これまでに対面形式と遠隔形

式でそれぞれテストを実施しているが、すべての授業をオンラインで実施したこと

はない。全 15 回の授業の内、7～8 回は全部遠隔だった人と成績を比較してみたが、

大きな差はなかった。ただベースを揃えていないため、遠隔形式と対面形式で教育効

果が同等かどうかはまだはっきりは分からない。 

 補助教材の位置付けとして AI アプリを開発したが、意欲ある学生はものすごく取り

組むが、意欲がない学生は本当にやらない。そのため、クラス担任からの声掛けで授

業に取り組ませることが必要である。 

 

＜AI データ収集＞ 

 ウィッグを使ってコンテストを行う。学習データ自体は各学校の学生に依頼すれば

収集できるため、素材集めについては可能な状況ではある。 

 ただし、学内に AI 開発のバックボーンがないので、内製ができないとなると数億円

単位でコストがかかってしまう。自分たち（内製）でどこまでできるのかと、Google

のプラットフォームを使って試してみたが、開発のために利用するとなると、無料な

分、人件費がかかってしまうので現実的ではない。AI の入り口を理解するには役に

立った。ここからは、しっかりと開発に向けてやっていけたらと考えている。 
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2.1.2. 第 2回分野横断連絡調整会議 

（1）日時 

2022 年 11 月 10 日（木）14:30～17:00 

 

（2）開催場所 

TKP 新橋カンファレンスセンター ホール 14A（オンライン会議 Teams と併用） 

 

（3）議事次第 

・事例紹介 

・勉強会 

・グループディスカッション 

・今後の予定 

 

（4）配付資料 

・資料１ 議事次第 

・資料２ タイムテーブル 

・資料３ 参加者名簿 

・資料４ 座席表 

・資料５－１ 事例紹介（京都製菓製パン技術専門学校） 

・資料５－２ 事例紹介（日本分析化学専門学校） 

・資料５－３ 事例紹介（文化外国語専門学校） 

・資料６－１ 九州大学の遠隔授業モデルの事例紹介 

・資料６－２ 名古屋大学・金沢工業大学の事例紹介 

・資料７ グループディスカッション 

 

（5）出席者（※参加者五十音順） 

・株式会社穴吹カレッジサービス 

・学校法人大庭学園 沖縄福祉保育専門学校 

・学校法人誠和学院 専門学校日本工科大学校 

・一般社団法人一生美容に恋する会 

・学校法人重里学園 日本分析化学専門学校 

・学校法人河原学園 河原電子ビジネス専門学校 

・学校法人大和学園 京都製菓製パン技術専門学校 

・学校法人文化学園 文化外国語専門学校 

・学校法人東京滋慶学園 日本医歯薬専門学校 

・学校法人穴吹学園 穴吹調理製菓専門学校 
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・学校法人原田学園 鹿児島医療技術専門学校 

・学校法人浦山学園 富山情報ビジネス専門学校 

・一般社団法人全国専門学校情報教育協会 

・学校法人大和学園 京都栄養医療専門学校 

・文部科学省 

・事務局（みずほリサーチ＆テクノロジーズ株式会社） 

 

（6）主な意見交換の内容 

グループディスカッションにおける主な意見交換の内容は、以下の通り。 

 

(1) グループ 1（効果検証（教育面、コスト面）） 

 主に、効果検証についてディスカッションを実施した。このグループは VR を使った

開発を行っている点が共通している。 

 試験があれば定量評価は可能だが、VR では定量評価をできると言い切れない状況。 

 定性的には学習意欲が上がったかどうか、学習意欲が上がった結果として最終的な

国家試験の合格率が上がるかどうかといった結果は、しばらく後に出てくる。 

 看護面でのコミュニケーション VR では、コミュニケーションが得意な学生と不得

意な学生を分けて、不得意な学生で本当に効果が上がるのかを試してみたらどうか。 

 ドワンゴ学園では、メタバースで全ての授業を実施しており、リアルでは発言できな

い学生がアバターで話せるようになり、その結果としてリアルでも話せるようにな

るといった事例もある。そういった意味でコミュニケーション力が向上するのでは

ないか。 

 VR では視線のログを取得できるため、プロの目線と学生の目線の違いを評価するの

に活用できるのではないか。ただし、ログデータが膨大な量になる点が課題。 

 

(2) グループ 2（通信環境・機材） 

 主に、通信環境・機材についてディスカッションを実施した。3 校のうち 2 校は今年

度から事業を開始している。 

 2 校が VR を使った事業に取り組んでいるが、学生数に対して VR ゴーグルの数は充

足していない。 

 コストと教育効果が釣り合うのであれば、遠隔授業モデルを採用するスタンスでよい

のではないか。コストと教育効果に関しては、今年度と来年度で、一つの答えが出る

と考えている。 

 教育効果を出すためには、学生が使いこなせるものにした方がよい。 

 学生にとって、オンライン会議システムは十分使えているが、VR ゴーグルに関して

は使い慣れていないという印象である。 
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 遠隔授業モデル開発の中で、先端技術の使い方も併せて開発する必要がある。 

 コストの観点から、学生が使いこなせているスマートフォンのようなツールを使って

開発を進めれば、より高い教育効果が得られるのではないか。 

 

(3) グループ 3（開発・運用コスト） 

 主に、開発運用コストについてディスカッションを実施した。 

 開発コストの面で、内製化するとコストが浮くのではないかという考えがあったが、

一方で自分たちのスタッフの人件費もかかっているので、外注するのか自前で内製

化してコンテンツ作成するのか、コストのバランスと効果を考えながらうまく進め

ていかないといけないのではないか。 

 通信環境機材、スマートグラスを使うためには先生たちがその扱いに慣れていかな

いといけないというのが課題である。 

 Wi-Fi 通信環境にも課題があり、今回の実証もうまくいかなくて代替案を考えなくて

はいけなかった。 

 先端技術の実証をするには、まずは環境から構築していかないといけない。 

 衝突実験等、対面ではできないことを実施できる点が遠隔授業の利点である。 

 衝突実験の映像等のコンテンツは、他の機関から提供してもらう必要があり、その点

が課題である。 
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2.1.3. 第 3回分野横断連絡調整会議 

（1）日時 

2023 年 2 月 1 日（水）14:00～16:00 

 

（2）開催形式 

Microsoft Teams 会議 

 

（3）議事次第 

・事例紹介 

・グループディスカッション 

 

（4）配付資料 

・資料１ 議事次第 

・資料２ タイムテーブル 

・資料３ 参加者名簿 

・資料４－１ 事例紹介（学校法人原田学園 鹿児島医療技術専門学校） 

・資料４－２ 事例紹介（一般社団法人 全国専門学校情報教育協会） 

・資料４－３ 事例紹介（学校法人浦山学園 富山情報ビジネス専門学校） 

・資料５ グループディスカッション 

 

（5）出席者（※参加者五十音順） 

・株式会社穴吹カレッジサービス 

・学校法人誠和学院 専門学校日本工科大学校 

・一般社団法人一生美容に恋する会 

・学校法人重里学園 日本分析化学専門学校 

・学校法人河原学園 河原電子ビジネス専門学校 

・学校法人大和学園 京都製菓製パン技術専門学校 

・学校法人三橋学園 船橋情報ビジネス専門学校 

・学校法人文化学園 文化外国語専門学校 

・学校法人東京滋慶学園 日本医歯薬専門学校 

・学校法人穴吹学園 穴吹調理製菓専門学校 

・学校法人原田学園 鹿児島医療技術専門学校 

・学校法人浦山学園 富山情報ビジネス専門学校 

・一般社団法人全国専門学校情報教育協会 

・学校法人大和学園 京都栄養医療専門学校 

・文部科学省 
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・事務局（みずほリサーチ＆テクノロジーズ株式会社） 

 

（6）主な意見交換の内容 

グループディスカッションにおける主な意見交換の内容は、以下の通り。 

 

(1) グループ 1（VR、AR、3DCG） 

 グループ 1 では、要素技術として VR、AR、3DCG の団体が参加した。いずれの団

体も授業で使用するツールは作成済みで、一度は学生も使用して、それぞれ感触を得

ている。 

 5 校のうち 4 校は VR を要素技術としたコンテンツを作成しており、VR 酔いの課題

も挙がった。コンテンツの長さが 10 分～20 分を超えると VR 酔いが生じるが、2～

4 分程度もしくは一瞬模型を見るなどの短時間での使用であれば VR 酔いは発生し

ないとの意見もあった。 

 VR ゴーグル以外にもタブレット等で視聴する方法もある。タブレット等を使用する

場合には、画面サイズに対して文字の大きさを調整する作業が必要となる。 

 

(2) グループ 2（メタバース、スマートグラス） 

 グループ 2 では、メタバース、スマートグラスの要素技術を用いた団体が参加した。 

 通信環境が安定していないので実装したときに困難が生じたり、VR 酔いを起こす学

生や教員が多いといった課題が挙げられた。 

 また、メタバース空間を作成する場合の費用感や実際のアバターを使ってどこまで

できるのか等について説明がなされた。 

 効果検証について、教育効果の数値化やコミュニケーションの評価方法に関する難

しさも課題として挙げられた。 

 

(3) グループ 3（AI、e ラーニング、その他） 

 グループ 3 では、AI、e ラーニング、その他に係る団体が参加した。 

 AI の精度とサーバー負荷はトレードオフの関係にあり、両者の兼ね合いが難しいと

いった意見が挙がった。 

 プログラミングの AI では、現状では初学者向けの問題を対象として設定している。

AI の精度向上にはできるだけ多くのデータを収集することが必要であり、来年度に

向けての課題である。 

 タイの学生を対象に日本人学生との交流会を実施したり、日本の教員から本物の日

本語の指導を受けられるといった取り組みが学生の動機付けに有効であり、実証講

座の結果に大きく影響したとの報告があった。 

 美容技術の評価は客観的な指標に加えて主観的な評価も入るので定量的な評価が困
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難であるとの報告があった。 

 

 

2.2. 個別会議 

各プロジェクトの進捗管理や質の均衡を図ることを目的として、プロジェクトごとに個

別会議を年に 3 回（15 件分）開催した。 

各プロジェクトの実態に合わせて、進捗状況の把握、連絡調整、情報共有、助言を行うこ

とで、効率的に取組の進捗管理を進めた。 
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2.2.1. 第 1回個別会議 

表 2-3 に、第 1 回個別会議の実施日時の一覧を示す。 

 

表 2-3 第 1 回個別会議の実施日時の一覧 

機関名 実施日時 

学校法人文化学園 文化外国語専門学校 2022 年 7 月 12 日（火） 

10:00～11:00 

一般社団法人一生美容に恋する会 2022 年 7 月 12 日（火） 

13:00～14:00 

株式会社穴吹カレッジサービス 2022 年 7 月 13 日（水） 

15:00～16:00 

学校法人誠和学院 専門学校日本工科大学校 2022 年 7 月 14 日（木） 

14:00～15:00 

学校法人東京滋慶学園 日本医歯薬専門学校 2022 年 7 月 15 日（金） 

10:00～11:00 

学校法人大庭学園 沖縄福祉保育専門学校 2022 年 7 月 15 日（金） 

14:00～15:00 

学校法人三橋学園 船橋情報ビジネス専門学校 2022 年 7 月 19 日（火） 

10:00～11:00 

学校法人大和学園 京都製菓製パン技術専門学校 2022 年 7 月 19 日（火） 

14:00～15:00 

学校法人重里学園 日本分析化学専門学校 2022 年 7 月 20 日（水） 

10:00～11:00 

学校法人原田学園 鹿児島医療技術専門学校 2022 年 7 月 21 日（木） 

10:00～11:00 

学校法人浦山学園 富山情報ビジネス専門学校 2022 年 7 月 21 日（木） 

14:00～15:00 

学校法人河原学園 河原電子ビジネス専門学校 2022 年 7 月 22 日（金） 

10:00～11:00 

学校法人穴吹学園 穴吹調理製菓専門学校 2022 年 7 月 22 日（金） 

14:00～15:00 

一般社団法人全国専門学校情報教育協会 2022 年 9 月 2 日（金） 

15:00～16:00 

学校法人大和学園 京都栄養医療専門学校 2022 年 9 月 6 日（火） 

11:00～12:00 
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2.2.2. 第 2回個別会議 

表 2-4 に、第 2 回個別会議の実施日時の一覧を示す。 

 

表 2-4 第 2 回個別会議の実施日時の一覧 

機関名 実施日時 

学校法人誠和学院 専門学校日本工科大学校 2022 年 10 月 18 日（火） 

10:00～10:45 

学校法人文化学園 文化外国語専門学校 2022 年 10 月 18 日（火） 

14:00～14:45 

学校法人三橋学園 船橋情報ビジネス専門学校 2022 年 10 月 19 日（水） 

11:00～11:45 

学校法人大和学園 京都製菓製パン技術専門学校 2022 年 10 月 20 日（木） 

10:00～10:45 

学校法人穴吹学園 穴吹調理製菓専門学校 2022 年 10 月 21 日（金） 

14:00～14:45 

学校法人原田学園 鹿児島医療技術専門学校 2022 年 10 月 25 日（火） 

14:00～14:45 

学校法人浦山学園 富山情報ビジネス専門学校 2022 年 10 月 25 日（火） 

14:00～14:45 

一般社団法人一生美容に恋する会 2022 年 10 月 27 日（木） 

10:00～11:00 

学校法人大庭学園 沖縄福祉保育専門学校 2022 年 10 月 27 日（木） 

15:00～15:45 

学校法人東京滋慶学園 日本医歯薬専門学校 2022 年 10 月 31 日（月） 

10:00～10:45 

学校法人大和学園 京都栄養医療専門学校 2022 年 10 月 31 日（月） 

14:00～14:45 

学校法人重里学園 日本分析化学専門学校 2022 年 11 月 1 日（火） 

10:00～10:45 

学校法人河原学園 河原電子ビジネス専門学校 2022 年 11 月 1 日（火） 

14:00～14:45 

株式会社穴吹カレッジサービス 2022 年 11 月 2 日（水） 

10:00～11:00 

一般社団法人全国専門学校情報教育協会 2022 年 11 月 2 日（水） 

14:00～15:00 
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2.2.3. 第 3回個別会議 

表 2-4 に、第 3 回個別会議の実施日時の一覧を示す。 

 

表 2-5 第 3 回個別会議の実施日時の一覧 

機関名 実施日時 

学校法人大和学園 京都製菓製パン技術専門学校 2023 年 1 月 16 日（月） 

14:15～14:45 

学校法人文化学園 文化外国語専門学校 2023 年 1 月 17 日（火） 

10:00～11:00 

学校法人穴吹学園 穴吹調理製菓専門学校 2023 年 1 月 19 日（木） 

10:00～10:45 

学校法人原田学園 鹿児島医療技術専門学校 2023 年 1 月 20 日（金） 

10:00～11:00 

一般社団法人全国専門学校情報教育協会 2023 年 1 月 20 日（金） 

11:00～12:00 

株式会社穴吹カレッジサービス 2023 年 1 月 24 日（火） 

10:00～11:00 

学校法人大和学園 京都栄養医療専門学校 2023 年 1 月 24 日（火） 

13:00～13:45 

学校法人誠和学院 専門学校日本工科大学校 2023 年 1 月 24 日（火） 

16:00～16:45 

学校法人三橋学園 船橋情報ビジネス専門学校 2023 年 1 月 25 日（水） 

9:00～10:00 

学校法人浦山学園 富山情報ビジネス専門学校 2023 年 1 月 25 日（水） 

13:00～14:00 

学校法人大庭学園 沖縄福祉保育専門学校 2023 年 1 月 25 日（水） 

15:00～16:00 

学校法人東京滋慶学園 日本医歯薬専門学校 2023 年 1 月 26 日（木） 

9:30～10:30 

学校法人河原学園 河原電子ビジネス専門学校 2023 年 1 月 26 日（木） 

16:00～17:00 

一般社団法人一生美容に恋する会 2023 年 1 月 27 日（金） 

10:00～11:00 

学校法人重里学園 日本分析化学専門学校 2023 年 1 月 27 日（金） 

14:00～15:00 
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2.3. 勉強会 

「専修学校遠隔教育導入モデル構築プロジェクト」を実施する専修学校の抱えている課

題解決に資することを目的として、有識者による勉強会を年に 1 回実施した。日付は、第 2

回分野横断連絡調整会議（2022 年 11 月 10 日）と同時開催とした。 

表 2-6 に、勉強会のテーマおよび概要の一覧を示す。 

表 2-7 に、勉強会での九州大学 岡田義広教授の発表内容に関する主な質疑応答の内容を

示す。 

 

表 2-6 勉強会のテーマおよび概要の一覧 

No. 講演者 テーマ 概要 

1 九州大学 

附属図書館付設教材

開発センター長 

岡田義広 教授 

九州大学の遠隔

授業モデルの事

例紹介 

九州大学・附属図書館付設教材開発セ

ンターにおける VR 系教材の開発事例

について紹介した。また、九州大学の

教育 DX の取り組みについて、文部科

学省「デジタルを活用した大学・高専

教育高度化プラン」事業の取組みを紹

介した。 

2 事務局から事例紹介 

名古屋大学大学院 

情報学研究科 

森健策 教授 

名古屋大学の遠

隔授業モデルの

事例紹介 

名古屋大学の遠隔授業モデルについ

て、事務局からインタビューした内容

を報告した。 

3 事務局から事例紹介 

金沢工業大学 

工学部ロボティクス

学科 

鈴木亮一 教授 

金沢工業大学の

遠隔授業モデル

の事例紹介 

金沢工業大学の遠隔授業モデルについ

て、事務局からインタビューした内容

を報告した。 
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表 2-7 勉強会での九州大学 岡田義広教授の発表内容に関する主な質疑応答の内容 

No. 質問 回答 

1 教育 DX の取り組みについてお

話があったが、前半の事例紹介

と後半の教育 DX との関係性、位

置付けについて教えてほしい。 

今年 4 月から教育 DX を推進する部署が学内

に設立された。推進本部が設立される以前から

VR 系教材の開発を行っていたが、最近では非

常に安価にデバイスが使えるようになり、よう

やく VR 系教材の開発・実践ができる時代にな

ったと考えている。教育 DX の取り組みでは、

デジタル教材をイベント、学修活動、教育等で

活用できるようにする。学生の学習状況に関す

るログを解析したり、AI 技術を用いて実験を

補助することも考えている。 

2 VR 系教材に対する学生の反応

や教員の感触について教えてほ

しい。 

VR 系教材は、対面授業、実習系授業の一部

で使ったり、試験前に反転授業で使ったりして

いる。特に、ゲーム世代、Z 世代は、アトラク

ティブなコンテンツについてネガティブな回

答はあまりない。 

教育効果を評価することは非常に難しい。

VR 系教材のみ使用した遠隔授業と従来型の

紙ベースの対面授業とで細かく比較すること

はしていない。大学としては、意欲的な学生に

対して、自宅にいながら知識の定着を確認でき

るような様々な教材を提供することが大事だ

と考えている。 

最近では、対面授業が基本になっていて遠隔

授業はほぼ行っていないが、Web ベースの教

材はいつでもどこでも学習できるので、今後も

作成していく必要はあると考えている。 
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2.4. プロジェクト管理シートの運用 

各プロジェクトの進捗管理においては、プロジェクト管理シートの作成・運用を行った。 

プロジェクト管理シートの内容に基づいて、課題の把握・集約を行うとともに、解決策の

提示等に活用することで、プロジェクトごとの質の均衡を図った。 

プロジェクト管理シートは、分野横断連絡調整会議、個別会議における議論のための資料

として活用した。 

図 2-2 に、プロジェクト管理シートのイメージを示す。 

 

 

 

図 2-2 プロジェクト管理シートのイメージ  
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2.5. Web会議システムの活用 

各プロジェクトの進捗管理、連絡調整、情報共有には、Web 会議システムの Microsoft 

Teams を活用した。 

Teams は、チャットを主体としたコミュニケーションツールの一つであり、グループ・

個人間でのチャット、音声通話、ビデオ会議、ファイルの共有等の多機能を有する。これに

より、分野横断連絡調整会議、個別会議、勉強会、プロジェクト管理シートの円滑な運用が

可能となった。 

分野横断連絡調整会議、個別会議、勉強会の実施においては、新型コロナウイルス感染症

の影響が終息するまでは Web 会議システムを積極的に活用するとともに、必要に応じて一

部対面形式の会議を併用することで運用した。 

プロジェクト管理シートの内容に基づいて、各プロジェクトの特色、進捗状況、課題を整

理し、分野横断連絡調整会議、個別会議、勉強会に加えて、適宜 Web 会議システム等を通

じて各プロジェクト間の相互の情報共有を行った。図 2-3 に、Microsoft Teams の画面の一

例を示す。 

また、国内外における新たな技術開発の動向や先進的な活用事例について、Microsoft 

Teams を通じて各プロジェクトの機関に対して、定期的に情報発信を行った。表 2-8 に、

情報発信を行った具体的な内容の一覧を示す。 
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（a）個別会議および分野横断連絡調整会議の一覧 

 

（b）分野横断連絡調整会議の資料共有 

 

（c）カレンダー表示 

図 2-3 Microsoft Teams の画面の一例
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表 2-8 情報発信を行った具体的な内容の一覧 

No. 分類 分野 情報源 実施機関 件名 公開日 

1 AI 全般 PR 

TIMES 

・株式会社日新広業 AI 自動 360 度顔追跡！一人でも簡単にスマホで撮影を。自動追跡雲台 CAMPRO

の登場！ 

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000091.000057653.html 

2022/7/26 

2 VR 工業 PR 

TIMES 

・イマクリエイト株式会社 

・株式会社コベルコ E＆M 

ナップ溶接トレーニングに統計データをもとにした「技量の点数化」機能を追加 

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000046.000034298.html 

2022/6/17 

3 VR 医療 PR 

TIMES 

・イマクリエイト株式会社 

・新潟大学医学部医学科 

バーチャル空間上で医療現場で必要な手技を学習 イマクリエイトと新潟大学が

開発 

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000045.000034298.html 

2022/6/15 

4 その他 全般 PR 

TIMES 

・パナソニックグループ 360 度カメラスピーカーフォン“PressIT360”を発売 

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000004780.000003442.html 

2022/7/26 

5 AI 全般 ICT 教

育 ニ ュ

ース 

・モノグサ株式会社 学習プラットフォーム「Monoxer」、東大阪大柏原高校が通知表の評価に活用 

https://ict-enews.net/2022/07/26monoxer-4/ 

2022/7/26 

6 その他 全般 EdTech

Zine 

・一般社団法人スポーツ能力発見協

会 

スポーツ能力発見協会、学校体力テストデータ集計管理分析システム「DOSA 

SCHOOL」を熊本市に導入 

https://edtechzine.jp/article/detail/7876 

2022/7/25 

7 DX 全般 ReseEd 和歌山大学教育学部附属中学校 ICT ツールを活用した理科の授業…iTeachers TV 

https://reseed.resemom.jp/article/2022/07/20/4335.html 

2022/7/20 

8 ICT 全般 全般 ReseEd ・東京都教育委員会 Society5.0 に向けた学習方法研究、報告書公開…東京都 

https://reseed.resemom.jp/article/2022/05/25/3979.html 

2022/5/25 

9 AI 全般 PR 

TIMES 

・ファーウェイ ジャパン ファーウェイ・ジャパン 新製品発表会を実施 最新のスマートウォッチ、ワイヤレ

スイヤホン、タブレットを発表！スポーツ＆ヘルスケア部門とオーディオ部門の研

究開発についても紹介 

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000455.000024671.html 

2022/7/26 
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No. 分類 分野 情報源 実施機関 件名 公開日 

10 AI 全般 PR 

TIMES 

・ST マイクロエレクトロニクス株

式会社 

ST のエッジ AI 開発ツールが機械学習および推論機能搭載 MEMS センサに対応 

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000001250.000001337.html 

2022/7/27 

11 ICT 全般 全般 ReseEd ・青森県つがる市立森田小学校 授業や校務が楽になる ICT 活用術…Teacher's［Shift］ 

https://reseed.resemom.jp/article/2022/07/25/4371.html 

2022/7/25 

12 AI 全般 ICT 教

育 ニ ュ

ース 

・群馬県教育委員会 アシアル、群馬県教委「先進プログラミング教育集中セミナー」に

MonacaEducation を提供 

https://ict-enews.net/2022/07/27asial-2/ 

2022/7/27 

13 AI 全般 PR 

TIMES 

・KIYO ラーニング株式会社 AI が最適なタイミングで自動出題する「AI 問題復習」をリリース！問題ごとの理

解度をもとに復習日を自動的にスケジューリング～理解度に応じて、今日解くべき

問題が毎日自動的に出題。効率的に復習できます！～ 

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000166.000025499.html 

2022/7/27 

14 AR 衛生 Mogura 

VR 

・日本ロレアル株式会社 ロレアルが AR メイクアップシステムの特許を出願、バーチャルメイクの自由度広

がるか 

https://www.moguravr.com/loreal-ar-make-up-system-patent/ 

2022/7/26 

15 VR 工業 日 経

XTECH 

・株式会社明電舎 

・明電システムソリューション株式

会社 

・中央労働災害防止協会 

VR で「ロール機への巻き込まれ」を疑似体験、安全教育コンテンツ拡充 

https://xtech.nikkei.com/atcl/nxt/news/18/12880/ 

2022/5/20 

16 VR 文化・

教養 

PR 

TIMES 

・株式会社イーオン VR 言語教育プラットフォーム Immerse、英会話教室イーオンと日本国内でのパー

トナーシップを強化し、完全オンライン型 VR 英会話サービス「AEON VR」の予

約申し込み受付を開始。 

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000018.000045796.html 

2022/7/28 

17 VR 医療 PR 

TIMES 

・専門学校名古屋医専 名古屋医専の体験入学にて『VR イベント』実施～VR を活用して医療現場を体感

しながら学ぼう！～ 

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000447.000011137.html 

2022/7/21 
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No. 分類 分野 情報源 実施機関 件名 公開日 

18 AI 衛生 PR 

TIMES 

・株式会社エー・ピーホールディン

グス 

セーフィー、飲食店の省人化に向け、塚田農場での実証実験結果を発表 解析プラ

ットフォームにて EAGLYS の高精度・超高速の AI 解析技術を採用 

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000120.000017641.html 

2022/7/28 

19 AI 全般 ICT 教

育 ニ ュ

ース 

・KIYO ラーニング株式会社 KIYO ラーニング、AI が最適なタイミングで自動出題する「AI 問題復習」提供 

https://ict-enews.net/2022/07/28kiyo-learning-2/ 

2022/7/28 

20 3DCG 工業 マ イ ナ

ビ ニ ュ

ース 

・メガソフト株式会社 視点自在で交通事故を再現する CG 動画作成ソフトの無料 β 版 

https://news.mynavi.jp/techplus/article/20220728-2410343/ 

2022/7/28 

21 メタバース 文化・

教養 

PR 

TIMES 

・株式会社学研ホールディングス 【学研 Kimini 英会話】メタバース空間で英会話フェス第 2 弾開催！英会話を学べ

る４つのエリアをアバターが自由に回遊 

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000004216.000002535.html 

2022/7/19 

22 ICT 全般 衛生 PR 

TIMES 

・学校法人三幸学園 美容師合格者数全国 NO.1 専門学校における『 ICT 教育 』の導入について（VR

教材・Swipe Video の新規導入について） 

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000042.000032495.html 

2022/7/13 

23 その他 全般 超 教 育

協会 

・ワオフル株式会社 ｢不登校専門オンライン教室｣が力注ぐ｢自己肯定感向上｣4 つのポイント 

個別に寄り添い｢好きの探究｣で自走を目指す 

https://toyokeizai.net/articles/-/603393 

2022/7/19 

24 その他 衛生 明 治 大

学 

・明治大学総合数理学部 宮下芳明

研究室 

～感染リスクなく味を共有できる技術へ～ 「任意の味を表現できる味ディスプレ

イ」を 総合数理学部 宮下芳明教授が開発 

https://www.meiji.ac.jp/koho/press/6t5h7p0000342664.html 

2020/4/30 

25 VR 全般 MONOi

st 

・株式会社雪雲 さらば VR 酔い、高品質なメタバース空間を縦横無尽に動き回れるプラットフォー

ム 

https://monoist.itmedia.co.jp/mn/articles/2205/30/news035.html 

2022/5/30 

26 XR 衛生 PR 

TIMES 

・学校法人三幸学園 文部科学省委託事業 コロナ禍における「ハイブリッド授業/xR 教材」の開発・実

証結果のご報告 

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000067.000028108.html 

2022/8/2 
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No. 分類 分野 情報源 実施機関 件名 公開日 

27 VR 医療 PR 

TIMES 

・株式会社ビーライズ ビーライズ、医師が自由に患者症例を作成できる救命救急 VR シミュレーター

「EVR」を販売開始 

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000031.000034037.html 

2022/7/25 

28 MR 工業 Mogura 

VR 

・北海道電力株式会社 北海道電力が火力発電所で MR 活用、安定運転に寄与 

https://www.moguravr.com/hokkaido-electric-power-mr-utilization/ 

2022/7/29 

29 スマートグラ

ス 

工業 PR 

TIMES 

・NTT ビズリンク株式会社 「スマートグラスクラウド」が 360°カメラの接続に対応“自由に動かせる 360°映像

で安全・安心の現場作業支援を！” 

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000017.000036024.html 

2022/7/14 

30 3DCG 全般 PR 

TIMES 

・株式会社 WOGO CG エフェクトツール実装により誰でもオリジナル 3D コンテンツの制作が可能に 

3D スキャン&編集アプリ「WIDAR」大型アップデートを実施 

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000002.000096214.html 

2022/8/2 

31 メタバース 全般 IT 

media 

NEWS 

・株式会社学研ホールディングス 2D ドット絵“メタバース”をバーチャルオフィスに 学研「MetaLife」 25 人まで

無料 

https://www.itmedia.co.jp/news/articles/2208/03/news090.html 

2022/8/3 

32 スマートグラ

ス 

全般 PRWire ・株式会社インフォメーション・デ

ィベロプメント 

遠隔作業支援システム「IDEye」の RealWear 社スマートグラス「Navigator 500」

取扱い開始 安定した性能の最新機種で遠隔作業の効率化をさらに向上 

https://kyodonewsprwire.jp/release/202208044755 

2022/8/4 

33 VR 文化・

教養 

Mogura 

VR 

・National Basketball Association NBA が審判のトレーニングに VR 導入、イギリスの Rezzil が協力 

https://www.moguravr.com/nba-judge-training-introducing-vr/ 

2022/8/4 

34 AI 全般 EdTech

Zine 

・千歳市教育委員会 北海道千歳市教育委員会、教員による採点時間の大幅削減を目指し、市内の公立中

学校 6 校に「デジらく採点 2 普通紙対応版」を導入 

https://edtechzine.jp/article/detail/7951 

2022/8/5 

35 ICT 全般 全般 ス ク ー

ル タ ク

ト 

・株式会社コードタクト 休校対策 9：自主学習の取り組み報告と毎日 1 課題の実践！ 

2020.03.10 

https://schooltakt.com/practice/30391/?prev_page=practice-

kyuko&category=kyuko 

2020/3/10 

36 AR/MR/3DC

G/VR 

全般 Mogura 

VR 

・株式会社ホロラボ 「HoloLab Conference 2022」イベントレポート。MR や BIM/CAD、3D データ活

用の最新事例がずらり 

2022/8/9 
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No. 分類 分野 情報源 実施機関 件名 公開日 

https://www.moguravr.com/hololab-conference-2022-report/ 

37 XR 医療 PR 

TIMES 

・Holoeyes 株式会社 

・株式会社 Dental Prediction 

5G ネットワークや XR 技術を活用した、医療分野における国際間遠隔カンファレ

ンスの実証実験を実施 

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000035.000026916.html 

2022/1/17 

38 e ラーニング 全般 PR 

TIMES 

・大阪大学 数理・データ科学教育研

究センター 

大阪大学 数理・データ科学教育研究センターの先進的な取り組みに e ラーニング

活用 

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000767.000012383.html 

2022/8/17 

39 VR 医療 Mogura 

VR 

・FundamentalVR VR 外科トレーニングの FundamentalVR が 2,000 万ドル調達、「医療×VR」の存

在感鮮明に 

https://www.moguravr.com/fundamentalvr-funding-2/ 

2022/8/15 

40 VR 衛生 PR 

TIMES 

・Tres Innovation 株式会社 【ヘアサロン VR 教育】VR を活用した美容師向け教育サービス hairVR がサロン

カリキュラムの VR 化とサロン向け特別プランをリリース！ 

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000006.000052782.html 

2020/11/26 

41 e ラーニング 医療 株 式 会

社 ス ペ

ー ス リ

ー 

・株式会社スペースリー 、他 看護師のオンライン研修について解説！オンライン研修コンテンツを提供するサ

ービスも合わせて紹介 

https://tips.spacely.co.jp/nurse-online/ 

2022/2/22 

42 MR 医療 株 式 会

社 ス ペ

ー ス リ

ー 

・株式会社スペースリー 、他 【VR 医療】 VR 技術を医療分野に活用した事例 10 選！医療教育や手術、リハビ

リまで 

（モリタの MR 活用） 

https://tips.spacely.co.jp/vr_medical_dental/ 

2021/5/25 

43 VR 医療 株 式 会

社 ス ペ

ー ス リ

ー 

・株式会社スペースリー 、他 【VR 医療】 VR 技術を医療分野に活用した事例 10 選！医療教育や手術、リハビ

リまで 

（【医療教育、医療シュミレーション】Airway Ex） 

https://tips.spacely.co.jp/vr_medical_dental/#airwayex 

2021/5/25 
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No. 分類 分野 情報源 実施機関 件名 公開日 

44 VR 医療 

教育・

社会福

祉 

株 式 会

社 ス ペ

ー ス リ

ー 

・株式会社スペースリー 、他 【VR 医療】 VR 技術を医療分野に活用した事例 10 選！医療教育や手術、リハビ

リまで 

（【老人体験シュミレーション VR】We Are Afred） 

https://tips.spacely.co.jp/vr_medical_dental/#airwayex 

2021/5/25 

45 VR 医療 

教育・

社会福

祉 

ITmedi

a 

・Embodied Labs VR で 74 歳男性に「なって」みる――テクノロジーが広げる高齢者医療の世界 

https://www.itmedia.co.jp/pcuser/articles/1608/21/news002.html 

2016/8/21 

46 AI 全般 PR 

TIMES 

・住友電工情報システム株式会社 エンタープライズサーチ「QuickSolution®」が AI チャットボット機能を強化～ 

FAQ 作成に苦労しない！既存マニュアルから必要情報を自動で回答 ～ 

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000018.000052418.html 

2022/8/23 

47 その他 全般 行 動 経

済学会 

・住友電工情報システム株式会社 大学生のオンデマンド授業に対するモチベーションに関する分析 

http://www.abef.jp/conf/2020_archive/common/doc/program/PG15.pdf 

2020/12/9 

48 VR 衛生 学 校 法

人 国 際

総 合 学

園 

・国際ビューティ＆フード大学校 【在校生に聞く美容学科②】「VR」効果で 技術のレベルアップを実感！ 

http://www.b-f.ac.jp/blog/archives/25757 

2022/8/14 

49 VR 衛生 学 校 法

人 河 原

学園 

・河原ビューティモード専門学校 【美容学科】VR プロジェクト始動！ 

https://beauty.kawahara.ac.jp/blog/18013/ 

2020/10/31 

50 VR 工業 PR 

TIMES 

・学校法人創志学園 クラーク記念

国際高等学校 

クラーク記念国際高等学校が、バーチャル理科実験プラットフォーム「Labster」

を国内初導入 

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000019.000040238.html 

2020/3/2 

51 VR 衛生 TECHA

BLE 

・ナショナルデパート株式会社 VR バターが真に提供するのは「味に集中する体験」だった 

https://techable.jp/archives/178100 

2022/5/6 

52 VR 衛生 も の づ

く り

×VR 研

・株式会社 ORENDA WORLD 

・VAQSO Inc. 

VR で楽しむ味覚、嗅覚 

https://monodukuri-

vr.jp/2021/02/01/vr%E3%81%A7%E6%A5%BD%E3%81%97%E3%82%80%E5%

2021/2/1 
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No. 分類 分野 情報源 実施機関 件名 公開日 

究所 91%B3%E8%A6%9A%E3%80%81%E5%97%85%E8%A6%9A/ 

53 その他 衛生 AXIS ・明治大学総合数理学部 宮下芳明

研究室 

遠隔で実家の味噌汁の味を再現できる?! 

明大・宮下教授による通信システム「TeleSalty」 

https://www.axismag.jp/posts/2021/09/400410.html 

2021/9/6 

54 ICT 全般 工業 Mogura 

VR 

・ロブロックス株式会社 「Roblox」でプログラミング教育を。「ゲーム版 YouTube」がつなぐ開発者・クリ

エイターへの道 

https://www.moguravr.com/roblox-15/ 

2022/8/23 

55 スマートグラ

ス 

全般 マ イ ナ

ビ ニ ュ

ース 

・日本 Nreal 株式会社 AR の時代は想像より早く来る - AR グラス「Nreal Air」が iPhone で使える専用

アダプター発売 

https://news.mynavi.jp/article/20220825-2434491/ 

2022/8/25 

56 VR 医療 

教育・

社会福

祉 

神 戸 新

聞

NEXT 

・関西学院大学理工学部人間システ

ム工学科 井村研究室 

VR システムで認知症を疑似体験 関学大・井村教授ら開発 

https://www.kobe-np.co.jp/news/sanda/202110/0014758307.shtml 

2021/10/14 

57 VR 全般 一 般 社

団 法 人 

電 子 情

報 通 信

学会 

・東京理科大学工学部情報工学科 非同期型 e ラーニングを想定した VR 学習コンテンツにおける MR メモ機能の提

案 

https://www.ieice.org/~iss/jpn/Publications/issposter_2020/data/pdf/ISS-SP-

034.pdf 

2020/3/17 

58 メタバース 文化・

教養 

PR 

TIMES 

・株式会社 fondi 英会話メタバース fondi、主要会話エリアの「Plaza」を全面リニューアル！ 

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000005.000033844.html 

2022/8/31 

59 ICT 全般 全般 東 京 未

来大学 

・東京未来大学 モチベーション行

動科学部モチベーション行動科学

科 

東京未来大学 モチベーション行動科学部 コラム 

https://www.tokyomirai.ac.jp/faculty/motivation/column/invitation/01/index.ht

ml 

ー 
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No. 分類 分野 情報源 実施機関 件名 公開日 

60 ICT 全般 全般 PR 

TIMES 

株式会社イー・ラーニング研究所 子どもがいる親世代に聞いた「2021 年：子どものやる気とオンライン教育に関す

る意識調査」約 9 割がコロナ禍における勉強のモチベーション維持が難しいと思

っている！ 

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000145.000013831.html 

2021/11/15 

61 VR 医療 広 島 大

学 病 院

HP 

・広島大学病院感染症科 教授 大毛

宏喜 

【研究成果】医療系学生のための「感染症教育 VR」教材を制作！～広島大学にお

ける実証授業で VR 教材の効果を検証～ 

https://www.hiroshima-u.ac.jp/hosp/news/72070 

2022/7/14 

62 VR 医療 コ ミ ュ

ニ ケ ー

ション・

プ ラ ン

ニ ン グ

HP 

・株式会社コミュニケーション・プ

ランニング 

看護教育用 VR 教材 

https://www.cpnet.co.jp/vrar/nurse/ 

ー 

63 メタバース 全般 oVice 

HP 

・oVice 株式会社 oVice 

https://ovice.in/ja/ 

ー 

64 メタバース 文化・

教養 

PR 

TIMES 

・ミス・パリエステティック専門学

校(名古屋校) 

ミス・パリエステティック専門学校(名古屋校)の学生を対象に、VR 英会話サービ

ス「メタバース留学」の体験レッスンを実施 

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000003.000080202.html 

2022/9/3 

65 DX 全般 ICT 教

育 ニ ュ

ース 

・小山工業高等専門学校電気電子創

造工学科 干川尚人准教授、物質工

学科 高屋朋彰准教授 

・株式会社 MOOBON 

小山高専、学生の出席状況を自動記録して共有する DX アプリケーションサービス

を開発 

https://ict-enews.net/2022/09/05oyama-ct/ 

2022/9/5 

66 メタバース 文化・

教養 

PR 

TIMES 

・関西外国語大学 外国語学部英語・

デジタルコミュニケーション学科 

LandSkip、関西外国語大学のメタバース演習室をクリエイティブディレクション

及びシステム設計 

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000037.000017046.html 

2022/9/6 

67 AI 全般 PR 

TIMES 

・KIYO ラーニング株式会社 自身の苦手分野が可視化できる！と大好評の AI 実力スコア DX 推進下で注目され

る「応用情報技術者講座」にも導入！ 

2022/9/6 
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No. 分類 分野 情報源 実施機関 件名 公開日 

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000167.000025499.html 

68 メタバース 工業 PR 

TIMES 

・株式会社名大 SKY 

・株式会社サムライプラン 

愛知・岐阜に 60 教室以上展開する学習塾の名大 SKY とサムライプラン、次世代

型プログラミング教材「ゲームクリエイターズコース」の提供を開始 

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000001.000107141.html 

2022/9/6 

69 メタバース 全般 DIAMO

ND 

online 

・スタンフォード大学、他 「メタバース」がもたらす教育方法の大転換とは 

https://diamond.jp/articles/-/294372 

2022/2/3 

70 DX 医療 PR 

TIMES 

・AMATELUS 株式会社 

・山口大学獣医学部 

山口大学と AMATELUS、国内初となる臨床実習における「自由視点映像及びマル

チアングル映像等を用いた新たな DX 教材開発」を実施 

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000057.000028108.html 

2022/4/4 

71 ICT 全般 全般 Impress 

Watch 

・角川ドワンゴ学園 Meta、AR が学べる無料コンテンツ。角川ドワンゴ学園と連携も 

https://www.watch.impress.co.jp/docs/news/1438813.html 

2022/9/9 

72 AR 全般 Itmedia ・京都大学 熊谷誠慈准教授 

・株式会社テラバース 

「ブッダボット」と AR で対話 仏教とメタバース融合「テラバース」京大など開

発 

https://www.itmedia.co.jp/news/articles/2209/08/news177.html 

2022/9/8 

73 DX 農業 Itmedia ・早稲田大学理工学術院 畠山 歓 

講師、小柳津 研一 教授 

実験結果を電子ノートに記録、AI で解析 紙を使わず「DX 化」 早稲田大 

https://www.itmedia.co.jp/news/articles/2208/25/news173.html 

2022/8/25 

74 VR 衛生 MoguLi

ve 

株式会社一蘭 有名ラーメン店「一蘭」スタッフが VR ゲームでラーメン作りに挑戦する動画が公

開！ 

https://www.moguravr.com/game-sanpo-counter-fight-ichiran/ 

2022/9/9 

75 VR 全般 MoguLi

ve 

Diver-X 株式会社 グローブ型 VR コントローラー「Contact Glove」9 月下旬発売 価格は 65,000 円

から 

2022/9/12 
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No. 分類 分野 情報源 実施機関 件名 公開日 

https://www.moguravr.com/contact-glove/ 

76 VR 衛生 日 経

XTECH 

・明治大学総合数理学部 宮下芳明

研究室、他 

進む食のデジタル化、「おいしい」を再現する技術とは 

https://xtech.nikkei.com/atcl/nxt/info/18/00037/091200058/ 

2022/9/14 

77 ICT 全般 文化・

教養 

ゲ シ ピ

株 式 会

社 

・ゲシピ株式会社 e スポーツ英会話 

https://esports-english-service.gecipe.jp/ 

ー 

78 VR 医療 PR 

TIMES 

・株式会社学研ホールディングス 【看護教育×VR】『学研メディカル秀潤社』より看護の教育現場における新たな体

験型教材【VR 精神科看護】が誕生！ 

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000004384.000002535.html 

2022/9/15 

79 メタバース 全般 NHK ニ

ュース 

・山梨県の学習塾 “メタバース学習塾”が生徒を刺激？アバターが高める積極性 

https://www3.nhk.or.jp/news/html/20220906/k10013804001000.html 

2022/9/6 

80 VR 医療 

教育・

社会福

祉 

日 本 バ

ー チ ャ

ル リ ア

リ テ ィ

学 会 論

文誌 

・関西学院大学理工学部人間システ

ム工学科 井村研究室 

視野外 VR 空間操作による認知症疑似体験システム 

https://www.jstage.jst.go.jp/article/tvrsj/25/3/25_236/_article/-char/ja 

2020/9/30 

81 VR 教育・

社会福

祉 

日 本 バ

ー チ ャ

ル リ ア

リ テ ィ

学 会 論

文誌 

・筑波大学サイバニクス研究センタ

ー長 鈴木 健嗣氏、他 5 名 

身体性変換スーツによる小児体験における知覚・運動特性の評価 

https://www.jstage.jst.go.jp/article/tvrsj/23/3/23_149/_article/-char/ja/ 

2018/9/30 

82 ICT 全般 全般 名 古 屋

文 理 大

学紀要 

・名古屋市立名古屋商業高校 

・名古屋文理大学 フードビジネス

学科、情報メディア学科長谷川研究

室 

オンライン授業と対面授業の融合に向けて―高大連携と大学・高校のコロナ禍下の

遠隔授業の報告と今後― 

https://www.jstage.jst.go.jp/article/nbukiyou/21/0/21_KJD2021021037045/_arti

cle/-char/ja/ 

2021/3/31 
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No. 分類 分野 情報源 実施機関 件名 公開日 

83 メタバース 全般 東 京 学

芸 大 学

紀要 

・東京学芸大学 教育実践研究支援

センター 

3D 仮想空間の活用に見られる自己効力感と学習行動との関係 

https://www2.u-gakugei.ac.jp/~mwada/OgawaMarie.pdf 

2015/2/1 

84 3DCG 医療 第  27 

回 日 本

バ ー チ

ャ ル リ

ア リ テ

ィ 学 会

大 会 論

文 集

（ 2022 

年  9 

月） 

・神奈川歯科大学歯学部 裸眼立体視ディスプレイを用いた遠隔歯科症例検討システムの開発 

https://conference.vrsj.org/ac2022/program/doc/1G-04.pdf 

2022/9/12 

85 AR 医療 

教育・

社会福

祉 

第  27 

回 日 本

バ ー チ

ャ ル リ

ア リ テ

ィ 学 会

大 会 論

文 集

（ 2022 

年  9 

月） 

・慶應義塾大学大学院メディアデザ

イン研究科 

・株式会社メディヴァ 

認知症当事者への共感を創出する AR 体験の提案 

https://conference.vrsj.org/ac2022/program/doc/1G-05.pdf 

2022/9/12 

86 AI 文化・

教養 

PR 

TIMES 

・株式会社 SPLYZA スマホで撮るだけ！AI によるマーカーレス動作分析アプリ『SPLYZA Motion』β

版をリリース 

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000018.000012922.html 

2022/9/27 
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No. 分類 分野 情報源 実施機関 件名 公開日 

87 XR 衛生 PR 

TIMES 

・サントリーホールディングス株式

会社 

・ティフォン株式会社 

サントリーホールディングスと資本提携 ～XR 技術を活かし、飲食体験における

新価値創造を目指す～ 

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000061.000007657.html 

2022/9/27 

88 VR 全般 第  27 

回 日 本

バ ー チ

ャ ル リ

ア リ テ

ィ 学 会

大 会 論

文 集

（ 2022 

年  9 

月） 

・岐阜大学 自然科学技術研究科、工

学部 

他律的な視方向の回転運動と VR 酔いの関係 

https://conference.vrsj.org/ac2022/program/doc/1E1-2.pdf 

2022/9/12 

89 VR 衛生 ICT 教

育 ニ ュ

ース 

・東京都美容生活衛生同業組合 BA 東京、タイプ別美容師 10 人の VR 動画を全国の美容学校・高校に無料配布 

https://ict-enews.net/2022/09/28beauty-city/ 

2022/9/28 

90 VR 全般 Mogura 

VR 

・東北大学 電気通信研究所、他 学生の創意工夫に「未来の VR」を見る。VR 作品制作コンペ「IVRC2022」SEED 

STAGE 体験会レポ 

https://www.moguravr.com/ivrc2022-report/ 

2022/9/27 
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No. 分類 分野 情報源 実施機関 件名 公開日 

91 メタバース 全般 こ ど も

と IT 

・神村学園東日本教育サポートセン

ター 

メタバース上にバーチャル校舎を開設、神村学園東日本教育サポートセンター 

https://edu.watch.impress.co.jp/docs/news/1443013.html 

2022/9/28 

92 メタバース 文化・

教養 

PR 

TIMES 

・株式会社 fondi 英会話メタバース fondi、ワールド内で利用可能な英会話に使えるカジュアルゲー

ムを一挙公開！ 

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000006.000033844.html 

2022/9/30 

93 AI 全般 超 教 育

委員会 

・コニカミノルタ株式会社 情報機

器開発本部 DX 開発推進センター 

・大阪府箕面市 

児童・生徒 13,000 人分×9 年間の膨大なデータを AI が分析し先生をアシスト 第

97 回オンラインシンポレポート・前半 

https://lot.or.jp/project/9705/ 

2022/9/29 

94 AI 全般 超 教 育

委員会 

・コニカミノルタ株式会社 情報機

器開発本部 DX 開発推進センター 

・大阪府箕面市 

児童・生徒 13,000 人分×9 年間の膨大なデータを AI が分析し先生をアシスト 第

97 回オンラインシンポレポート・後半 

https://lot.or.jp/project/9706/ 

2022/9/29 

95 AI 全般 PR 

TIMES 

・ViZO 株式会社、他 【AI なくして、DX 推進なし！】今こそもっと AI 活用を。第 3 回 AI・人工知能

EXPO【秋】10 月開催 

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000969.000026157.html 

2022/9/30 

96 AI 教育・

社会福

祉 

ReseEd 株式会社ＣｈｉＣａＲｏ 

・電気通信大学知能システム研究室

（長井研究室） 

遠隔保育ロボット「ChiCaRo」保育園モニター募集 

https://reseed.resemom.jp/article/2022/10/01/4764.html 

2022/10/1 

97 ICT 全般 文化・

教養 

日 本 語

ジ ャ ー

ナル 

・株式会社モリサワ 学習者が読みやすいスライドの作り方―UD フォントを使って 

https://nj.alc-nihongo.jp/entry/20220324-font 

2022/3/24 

98 メタバース 全般 PR 

TIMES 

・国際アート＆デザイン大学校 e

スポーツビジネス科（現：e スポー

ツ科） 

専門学校 初！メタバース「Virbela」で目標達成スキルを身につける授業を実施 

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000912.000032951.html 

2022/10/4 
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No. 分類 分野 情報源 実施機関 件名 公開日 

99 VR 医療 

衛生 

ITmedi

a 

・ソニー株式会社新規ビジネス技術

開発本部 

ソニー、「匂い提示デバイス」開発 まずは医療向け VR への応用も 

https://www.itmedia.co.jp/news/articles/2210/05/news171.html 

2022/10/5 

100 VR 医療 株 式 会

社 ジ ョ

リ ー グ

ッド 

・株式会社ジョリーグッド ジョリーグッド、慶應義塾大学と在宅診療教育 VR を共同開発！マニュアルが確立

されていない在宅診療技能を VR で教材化 

https://jollygood.co.jp/news/3240 

2022/9/22 

101 VR 衛生 学 校 法

人 河 原

学園 

・河原ビューティモード専門学校 【美容学科 1 年】VR♪VR♪VR♪ 

https://beauty.kawahara.ac.jp/blog/34606/ 

2022/10/12 

102 VR 医療 

教育・

社会福

祉 

・麗澤瑞

浪 高 等

学校 

・学校法

人 敬 心

学園 

・麗澤瑞浪高等学校 

・学校法人敬心学園 学校法人敬心

学園 職業教育研究開発センター 

VR で医療介護職を高校生が自ら体験 

https://newscast.jp/attachments/PRyz47aMpvDpmUIC0xfS.pdf 

2022/10/12 

103 VR 全般 PR 

TIMES 

・RX Japan 株式会社 【活用シーンは無限大】最新の VR・AR・MR 技術が集結する展示会を 10 月 26 日

（水）～開催！ 

< 同時開催展 > 

第 1 回 メタバース総合展【秋】 

第 3 回 NexTech Week【秋】 

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000990.000026157.html 

2022/10/24 

104 ICT 全般 全般 ICT 教

育 ニ ュ

ース 

・株式会社 LoiLo 授業支援クラウド「ロイロノート・スクール」、ICT 活用率の高い政令市で導入 

https://ict-enews.net/2022/10/24loilo-7/ 

2022/10/24 

105 e ラーニング 全般 PR 

TIMES 

・株式会社ベネッセコーポレーショ

ン、他 

e ラーニング界のグランプリ『日本 e-Learning 大賞』受賞者決定！ 

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000112.000004142.html 

2022/10/19 

106 VR 医療 PR ・株式会社ビーライズ VR 空間で医師の臨床力を向上できるシミュレーターをビーライズが開発し、販売 2022/10/19 
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No. 分類 分野 情報源 実施機関 件名 公開日 

TIMES 開始 

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000033.000034037.html 

107 メタバース 全般 VRInsi

de 

・NTT コミュニケーションズ株式

会社 

・学校法人柳商学園柳川高等学校 

NTT が VR で国際交流授業などの実証実験を開始！福岡県柳川高校 

https://vrinside.jp/news/post-212316/ 

2022/10/24 

108 AI 全般 ITmedi

a 

・ エヌ・ティ・ティレゾナント株式

会社 

人格保有型 AI キャラクター、NTT レゾナントが公開へ 「NPC 同士の会話でメ

タバースを活性化」 

https://www.itmedia.co.jp/news/articles/2210/25/news155.html#l_ts0153_nttai0

2.jpg&_ga=2.114359751.1731742341.1666685031-1781017748.1662015880 

2022/10/25 

109 AI 文化・

教養 

ITmedi

a 

・株式会社 Globee アプリで英語学習、大人も子供も盛況 IT で教育支援「エドテック」企業続々 

https://www.itmedia.co.jp/news/articles/2210/20/news069.html 

2022/10/20 

110 DX 全般 PR 

TIMES 

・コードキャンプ株式会社 学習データを可視化し、研修運営をアシスト 人事・研修担当者のための研修 DX

ツール「CodeCamp Insight」の提供を開始 

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000017.000096312.html 

2022/10/25 

111 ICT 全般 全般 東 洋 経

済

ONLIN

E 

・柏市立手賀西小学校 3 年で超勤 606 時間減の公立小､常態化する激務のどこにメスを入れたのか 

柏市立手賀西小､ICT も活用し地道に業務改善 

https://toyokeizai.net/articles/-/609036 

2022/8/11 

112 VR 医療 PR 

TIMES 

・順天堂大学 

・株式会社ジョリーグッド 

順天堂大学とジョリーグッドが、VR を活用した医療・感染症教育事業をタイ・マ

ヒドン大学で開始 

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000478.000021495.html 

2022/10/26 

113 メタバース 全般 PR 

TIMES 

・oVice 株式会社 oVice、モバイルアプリ「oVice Go」提供開始 

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000124.000058507.html 

2022/10/25 

114 その他 全般 全 国 ⼤

学 ⽣ 活

協 同 組

合 連 合

会  

・全国⼤学⽣活協同組合連合会  届けよう︕コロナ禍の⼤学⽣活アンケート 集計結果報告 

https://www.univcoop.or.jp/covid19/survey/pdf/pdf_report2208.pdf 

2022/8/31 



 

37 

 

No. 分類 分野 情報源 実施機関 件名 公開日 

115 VR 全般 PR 

TIMES 

・株式会社 360Channel 

・株式会社ベネッセコーポレーショ

ン 

株式会社 360Channel、VR ゴーグルで学ぶ新しい進研ゼミの学習法「ハイリコム

学習」の一般体験用 VR コンテンツ『関ヶ原の戦い篇』を企画・制作 

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000195.000020337.html 

2022/11/1 

116 AI 教育・

社会福

祉 

東 洋 経

済

ONLIN

E 

・岩手県釜石市立釜石小学校 

・長野県飯田市立緑ヶ丘中学校 

体育や部活どう変わる？｢AI を活用したトレーニングアプリ｣の教育効果 自分の

動きを｢客観視｣､自然と｢学び合い｣も 

https://toyokeizai.net/articles/-/625846 

2022/10/11 

117 VR 全般 マ イ ナ

ビ ニ ュ

ース 

・株式会社 360Channel 

・株式会社ベネッセコーポレーショ

ン 

変わる子供の学習環境、進研ゼミが「VR」導入で意欲低下の課題に挑む 

https://news.mynavi.jp/article/newsinsight-182/ 

2022/10/6 

118 VR 全般 PR 

TIMES 

・Tencent Technology 

・City University of Hong Kong 

「猫に指先をなめられるムズムズ感」を体験できるグローブ 皮膚に電気刺激、き

め細かな触覚を生成 

https://www.itmedia.co.jp/news/articles/2211/04/news040.html 

2022/11/4 

119 AI 全般 PR 

TIMES 

・アースアイズ株式会社 AI カメラのアースアイズから工場内でのヒヤリハット・マニュアル違反行動・火

災を検出する新システム（ee Digital Twin）クイック診断のサービス開始 

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000029.000043451.html 

2022/11/7 

120 AI 教育・

社会福

祉 

KDDI

株 式 会

社 

・KDDI 株式会社 AI ロボットとの対話でスポーツの習慣化を目指す実証を開始～スポーツ庁「令和

4 年度 Sport in Life 推進プロジェクト」に採択～ 

https://news.kddi.com/kddi/corporate/newsrelease/2022/10/31/6353.html 

2022/10/31 

121 MR 医療 Mogura 

VR 

・アステラス製薬株式会社 MR で患者と医師のコミュニケーション支援、メタバースでシンポジウム会場を再

現 アステラス製薬 

https://www.moguravr.com/astellas-hicari-project/ 

2022/11/10 

122 ICT 全般 全般 EdTech

Zine 

・角川ドワンゴ学園 N/S 高等学校 生徒主体でメディアを運営！ ネットの高校で生まれた新しい学びの場「N/S 高新

聞」 

https://edtechzine.jp/article/detail/8236 

2022/10/21 

123 メタバース 全般 ITmedi

a 

・株式会社 MATRIX 「呪文詠唱で天地創造」音声からメタバースを自動生成する AI スタートアップ

がデモ動画公開 

https://www.itmedia.co.jp/news/articles/2211/11/news132.html 

2022/11/11 
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No. 分類 分野 情報源 実施機関 件名 公開日 

124 ICT 全般 全般 岡山県 ・赤磐市立山陽小学校、他 おかやま ICT 活用実践事例集 GIGA 取材編 全校種版 

https://www.pref.okayama.jp/page/723368.html 

2022/6/21 

125 ICT 全般 全般 岡山県 ・岡山県立津山中学校、他 おかやま ICT 活用実践事例集 GIGA 取材編 小中版 

https://www.pref.okayama.jp/uploaded/attachment/318061.pdf 

2022/6/21 

126 ICT 全般 全般 岡山県 ・岡山県立岡山朝日高等学校、他 おかやま ICT 活用実践事例集 GIGA 取材編 高特版 

https://www.pref.okayama.jp/uploaded/attachment/318062.pdf 

2022/6/21 

127 メタバース 全般 超 教 育

協会 

・東京大学名誉教授 廣瀬 通孝 問われる「社会的住まい方の変化」への覚悟 

第 100 回オンラインシンポレポート・前半 

https://lot.or.jp/project/9896/ 

2022/11/4 

128 メタバース 全般 超 教 育

協会 

・東京大学名誉教授 廣瀬 通孝 問われる「社会的住まい方の変化」への覚悟 

第 100 回オンラインシンポレポート・後半 

https://lot.or.jp/project/9897/ 

2022/11/4 

129 VR 医療 livedoor

NEWS 

・郡山健康科学専門学校 VRを使った分かりやすい授業の実証研究 郡山健康科学専門学校で作業療法士を

目指す学生【福島県】 

https://news.livedoor.com/article/detail/23125535/ 

2022/11/1 

130 VR 衛生 PR 

TIMES 

・京都製菓製パン技術専門学校 京都製菓製パン技術専門学校、文部科学省の実証研究にて「Monoxer」を活用 

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000073.000029973.html 

2022/11/24 
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3. 先端技術利活用検証プロジェクトにおける成果の体系化 

各プロジェクトの成果を他の専修学校が活用しやすいように、取組の進捗管理において

作成・運用するプロジェクト管理シートの進捗状況、課題の把握・集約、解決策等の内容に

基づいて、事業成果の体系的な取りまとめを行った。 

プロジェクト管理シートの内容には、以下の項目を記載することとした。 

 Plan（計画、スケジュール、予算、体制、リスク、課題・問題点等） 

 主旨目的に合致した計画であるか。 

 目標設定、実施項目、評価方法。 

 Do（実行） 

 各活動の遂行状況は計画に沿ったものであるか。 

 調査状況、開発状況、実証状況。 

 Check（評価） 

 実施した結果が当初の計画に沿ったものであるか。 

 実施結果の評価、達成度、達成していない場合の原因分析。 

 Act（改善） 

 Check 結果に基づく行計画の見直し。 

 必要に応じて事業計画（スケジュール、実施内容、目標）の見直しを実施。 

 上記の各項目に関する実施状況、現状の課題、解決策・工夫等 

 

プロジェクト管理シートの具体的な内容について、各プロジェクトの代表機関に入力を

依頼し、以下の通りに運用を行った。 

 個別会議 

 個別会議での議論の基礎資料として活用して、予め論点を明確化することにより、

効率的な会議運用を図った。 

 連絡調整会議 

 個別会議におけるプロジェクトの進捗状況、課題の把握・集約、解決策等の内容

を整理し、課題解決に向けた相互検討の材料として活用した。 

 勉強会 

 各プロジェクトの課題を把握・集約した上で、勉強会の講師にも共有することで、

効率的な課題解決につなげた。 

 

プロジェクト管理シートの内容は適宜見直し・更新を行い、次年度の事業にも継続的に活

用する予定である。 

次頁以降に、各プロジェクト（15 機関）の事業概要と具体的なプロジェクト管理シート

の内容を示す。 
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（1）学校法人誠和学院 専門学校日本工科大学校 

 

■事業概要 

機関名 学校法人誠和学院 専門学校日本工科大学校 

事業名 鈑金・塗装技術習得のための遠隔教育実践モデル事業 

分野／職種 工業／自動車（車体自動車整備士） 

要素技術 3DCG 等 

概要 車体自動車整備士養成課程において遠隔教育を行う場合の実習の代替となるデジ

タルコンテンツの制作 

第３回個別会議 2022 年１月 24 日（火）16:00～17:00 

 

 

【昨年度の車体構造の修正が完成】 
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【損傷診断のデジタルコンテンツの構造】 
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■PJ 管理シート：学校法人誠和学院 専門学校日本工科大学校（2023 年１月 16 日現在） 

項目  実施内容 課題 解決策 

PLAN 目標設定 

 

→損傷診断コンテンツの 

開発 

→損傷診断コンテンツの 

制作 

→制作教材の実証と理解 

度、魅力度、使いやすさ等 

を評価 

→評価委員会の実施と教材の

改善 

→特記事項なし  

 実施項目 

 

→特記事項なし  

 評価方法 →特記事項なし 

 

 

→特記事項なし 

 

DO 調査状況 →実施予定なし   

 開発状況 →制作中 →衝突映像化の入

手が難しかったた

め計画より遅れて

いる 

→評価でき

るぎりぎり

までの期日

に仕上げる 

 実証状況 →未実証 →パフォーマンス

評価か実際には難

ししい 

→評価のた

めの動画の

制作する 

 

CHECK 実施結果の評価 →未評価 →委員の意見に基

づく改善が時間的

に厳しい 

→評価は実

施するが意

見反映は次

年度にする 

 達成度 →未評価 →同上 →同上 

 原因分析 →未評価 →同上 →同上 

ACTION スケジュールの見直

し 

→あり →評価から改善に

至る部分が時間的

に厳しい 

→評価は実

施するが意

見反映は次

年度にする 

 実施内容の見直し 見直しなし →特記事項なし  

 目標の見直し 見直しなし →特記事項なし  

その他  特記事項なし 
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（2）学校法人穴吹学園 穴吹調理製菓専門学校 

 

■事業概要 

機関名 学校法人穴吹学園 穴吹調理製菓専門学校 

事業名 調理製菓分野における、教育効果の高い遠隔及び e ラーニング教育実践モデル開

発事業 

分野／職種 衛生/調理製菓 

要素技術 スマートグラス、e ラーニング 

概要 先端技術を活用した「双方向の教育技法」を開発し、その効果を検証する。 

① 実習におけるアクションカメラを使った講師動線や目線映像、固定カメラを使っ

たマクロ映像・定点映像、調理音の収録などを行い、学生が見たい情報を学生自

身が選択できる教材の開発 

② 学生からの質問や疑問にリアルタイムに講師が答え、調理技術等を配信する生配

信 

③ スマートグラス等を装着した学生の自宅から届いた映像に対し、リアルタイムに

講師が指導する教育システムの開発 

④ 食品衛生・栄養・調理科学・食文化など多岐にわたる見識と教養を身につけるこ

とができる教材の開発 

第 3 回個別会議 2023 年 1 月 19 日（木）10:00～11:00 
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■PJ 管理シート：学校法人穴吹学園 穴吹調理製菓専門学校（2023 年 1 月 13 日現在） 

項目  実施内容 課題 解決策 

PLAN 目標設定 事業計画書を参照   

 実施項目   

 評価方法   

DO 調査状況    

 開発状況 教材制作 

「ロールケーキ」

デモ収録 

  

 実証状況 スマートグラスを

活用した「ロール

ケーキのポイン

ト」動画を作成し、

パティシエ 

を学ぶ専門学校生

にオンデマンド教

材としての評価を

得る 

スマートグラスを

活用した模擬遠隔

教育実験ができて

いないため今年度

に実証実験を実施 

岡山市と福山市、

岡山市と高松市間

で模擬遠隔実験を

行う。 

＜検証する内容＞ 

・通信状態 

・通信遅延の状況 

・作業時の画像の

揺れ 

・調理分野におけ

る遠隔教育導入に

際して解決すべき

課題抽出等 

CHECK 実施結果の評価 学生の 90％以上に

高評価 

料理店での遠隔は

ネット環境整備が

脆弱なこともあり

実施が難しい。 

学校間であればネ

ット環境が整備さ

れているため実証

実験がし易い。 

 達成度    

 原因分析    

ACTION スケジュールの見

直し 

特になし   

 実施内容の見直し 料理店との遠隔検

証を学校間での遠

隔検証に切替。 

  

 目標の見直し 特になし   

その他  特になし 
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（3）学校法人重里学園 日本分析化学専門学校 

 

■事業概要 

機関名 学校法人重里学園 日本分析化学専門学校 

事業名 化学分野等における先端技術を活用した実習科目の遠隔教育モデル構築事業 

分野／職種 工業／化学 

要素技術 VR、e ラーニング 

概要 ・専門学校の実習科目をターゲットに、仮想空間上で技術教育を行うためのプラ

ットフォーム・コンテンツを調達・開発する。 

・これを補完する映像教材等の e ラーニング等を整備し、実験・実習の遠隔教育 

 モデルとしてとりまとめる。 

・バイオ、農業、医療、美容などの関連分野の実習科目への遠隔教育の導入を目

指す。 

第 2 回個別会議 2023 年 1月 27 日（金）14:00～11:00 
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■PJ 管理シート：学校法人重里学園 日本分析化学専門学校（2023 年 1月 20 日現在） 

項目  実施内容 課題 解決策 

PLAN 目標設定 事業計画書を参照   

 実施項目 

 評価方法 

DO 調査状況 【昨年度実施】 

・遠隔教育モデル
のニーズ等実態調
査 

・VR 実習等事例
調査 

・技術教育手法事
例調査 

化学分野において
VR コンテンツ・サ
ービスは国内には
事例が存在しない 

新たな開発に取り
組む 

 開発状況 ・VR コンテンツ
本格開発 

・e ラーニングコ
ンテンツ本格開発 

・VR 試用検証後
約 10 項目の課題
抽出 

①操作が難しい 

②器具の落下 

③器具が見づらい 

④実験手順のガイ
ド必要性 

⑤VR 酔いなど 

・e ラーニングに
おける 360℃カメ
ラ映像の活用再考 

課題解決策を検討
後、開発内容へも
反映済み。実証講
座にてチェックす
る 

 実証状況 ・上記で開発した
VR コンテンツお
よび e ラーニング
コンテンツの実証
講座を本校学生 14

名および高校生 8

名を対象とし 12

月に実施 

現在、課題抽出中
であるが、VR 実施
中は他者が当事者
の状況を把握でき
ないため、問題が
あっても把握や指
導が難しい 

アバターにより複
数人が同時に VR

空間へ入室できる
など、メタバース
化を検討する 

CHECK 実施結果の評価 事前に e ラーニン
グと VR コンテン
ツを学習したグル
ープと学習してい
ないグループで中
和滴定実験を実
施。最終的な評価
は前者が上回って
いる 

現在、課題抽出中
ではあるが以下が
顕在化 

・VR 操作への習
熟 

・VR 酔い 

マルチデバイス対
応の検討 (操作の
必要が重視されな
い部分の学習) 

 達成度    

 原因分析    

ACTION スケジュールの見
直し 

なし   

 実施内容の見直し なし   

 目標の見直し KPI の評価測定指
標について一部見
直し 

  

その他   
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（4）一般社団法人一生美容に恋する会 

 

■事業概要 

機関名 一般社団法人一生美容に恋する会 

事業名 美容分野専門学校における先端技術を活用したオンライン・コンテストの実践モ

デル構築事業 

分野／職種 衛生／美容師 

要素技術 AI、e ラーニング 

概要  美容分野専門学校のコンテストを対象に、AI 技術等の先端技術を適用して

オンライン化する環境を検討・構築する。 

 本事業を通じて、従来の美容分野専門学校におけるコンテストの課題・問題

点等を解決し、その教育効果をより発揮できる実践モデルの構築を目指す。 

第 2 回個別会議 2022 年 10 月 27 日（木）10:00～11:00 
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■PJ 管理シート：一般社団法人一生美容に恋する会（2023 年 1 月 27 日現在） 

項目  実施内容 課題 解決策 

PLAN 目標設定 事業計画書を参照   

 実施項目   

 評価方法   

DO 調査状況 令和 3 年度成果報告書を参照   

 開発状況 ・美容技術評価 AI 

→ ワインディング作品に対して ABC

判定・可否判定が可能な AI を構築（精

度は 7~8 割程度） 

→ 次年度に向けて判定精度向上の方

策や評価の粒度を細かくする方策など

を検討中 

・教育コンテンツ 

→ 美容企業の協力を得て開発中 

・WEB プラットフォーム 

→ AI や教育コンテンツを利用可能な

形で実装したコンテスト実施の基盤と

なる WEB サイトを構築中 

・ライブ配信（活用イメージ具体化、設

計中） 

  

 実証状況 ・美容分野専門学校生向け実証コンテ

スト（１年生対象）を 2/10 に実施予定 

  

CHECK 実施結果の評価 髪を巻く技術（ワインディング）を対象

に評価 

  

 達成度    

 原因分析    

ACTION スケジュールの

見直し 

特になし   

 実施内容の見直

し 

特になし   

 目標の見直し 特になし   

その他   
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（5）学校法人大和学園京都製菓製パン技術専門学校 

■事業概要 

機関名 学校法人大和学園京都製菓製パン技術専門学校 

事業名 with コロナ時代に適応した AI/ビッグデータ/VR を活用した 

製菓衛生師のための遠隔教育導入モデル構築事業 

分野／職種 衛生 

要素技術 VR・AI など 

概要 with コロナ時代に適応した AI/ビッグデータ/VR を活用した 

製菓衛生師のための遠隔教育導入モデル構築 

第３回個別会議 2023 年 1 月 16 日（月）14:15 ～ 15:15 
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■PJ 管理シート：学校法人大和学園京都製菓製パン技術専門学校（2023 年 1 月 13 日現在） 

項目  実施内容 課題 解決策 

PLAN 目標設定 事業計画書より変

更なし 

  

 実施項目   

 評価方法   

DO 調査状況 a.AI モノグサによ

る国家試験対策 

b.VR による実証

実験 

-  

 開発状況 a.実証実験実施中 

b.2021 年度分コン

テンツ制作完了。

2022 年度コンテ

ンツ製作中 

  

 実証状況 a.国家試験対策に

アプリを活用した

実証実験実施中 

b.2021 年度開発し

た VR コンテンツ

の実証実験を実施 

a.  

b.結果分析中 

 

 

CHECK 実施結果の評価 a 及び b ともに実

績報告書にて報告 

a.模擬試験の平均

点の上昇幅や学習

回数などを検証予

定 

b.学習に対しての

効果を実感したか

などの定性的なア

ンケート調査を実

施 

 

 達成度 - -  

 原因分析 - a.国家試験の模擬

試 験 下 位 者 が

Monoxer を積極的

に取り組み、国家

試験で好成績を収

めている結果が得

られ、手ごたえは

感じる。（一方で下

位層で Monoxer

に取り組まない学

生が不合格となっ

ている事例もあ

る。） 

 

ACTION スケジュールの見

直し 

特に予定なし   

 実施内容の見直し 特に予定なし   

 目標の見直し 特に予定なし   

その他  2023 年 2 月 13 日（月）本年度第 2 回目外部評価委員会の開

催を予定 
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（6）学校法人三橋学園 船橋情報ビジネス専門学校 

 

■事業概要 

機関名 学校法人三橋学園 船橋情報ビジネス専門学校 

事業名 ウェアラブルデバイスを活用したスポーツ系科目の遠隔教育導入モデルの構築 

分野／職種 工業／スポーツ IT 

要素技術 IoT（ウェアラブルデバイス）、AI（画像認識）、e ラーニング 

概要 ・新型コロナウイルス感染拡大や災害発生時においては、スポーツ系科目であっ

ても遠隔での実施が必要な場面が生じている。 

・Society5.0 の技術発展により、体に装着して心拍数や呼吸数等のバイタルデー

タを測定・記録できるウェアラブルデバイスが、安価で入手しやすくなってき

ている。 

・ウェアラブルデバイスを活用したスポーツ系科目の遠隔教育導入モデルを構築

し、その実証を行う。 

第 3 回個別会議 2023 年 1 月 25 日（水）9:00～10:00 
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■PJ 管理シート：学校法人三橋学園 船橋情報ビジネス専門学校（2023 年 1 月 23 日現在） 

項目  実施内容 課題 解決策 

PLAN 目標設定 事業計画書を参照   

 実施項目   

 評価方法   

DO 調査状況 今年度は実施なし   

 開発状況 ・ケーススタディ

教材（完成） 

・講師用指導ガイ

ド（50%程度） 

・e ラーニング教

材（コンテンツ） 

 （30%程度） 

・e ラーニング教

材（実装） 

 （準備中） 

特になし  

 実証状況 ・学生向け講座 

・講師向け研修 

1 月 10 日（火）か

ら e ラーニング実

施中。1 月 24 日

（火）集合学習を

実施予定。 

特になし  

CHECK 実施結果の評価 実施前   

 達成度 実施前   

 原因分析 実施前   

ACTION スケジュールの見

直し 

今のところ予定な

し 

  

 実施内容の見直し 今のところ予定な

し 

  

 目標の見直し 今のところ予定な

し 

  

その他   
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（7）学校法人浦山学園 富山情報ビジネス専門学校 

 

■事業概要 

機関名 富山情報ビジネス専門学校 

事業名 遠隔教育におけるチームプログラミング導入モデルの構築 

分野／職種 工業分野【プログラマー】 

要素技術 AI、e ラーニング 

概要  実践的な IT 教育を支えるプログラミング演習・実習授業のプラットフォー

ム を産学連携で構築し、DX 時代に対応できる IT エンジニア育成機能の

強化・充 実を図る。 

 在宅等からであっても、対面と比較して質を落とすことなく学習を提供でき

る 体制の整備を目指す。 

第 3 回個別会議 2023 年 1 月 25 日（水）13:00～14:00 
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■PJ 管理シート：学校法人浦山学園 富山情報ビジネス専門学校（2023 年 1 月 24 現在） 

項目  実施内容 課題 解決策 

PLAN 目標設定 事業計画者参照   

 実施項目   

 評価方法   

DO 調査状況 無し   

 開発状況 全教材納品済み 

(1) 学習管理ユニ

ット 

(2) 演習ユニット 

(3) 実習ユニット 

 

無し 無し 

 実証状況 演習ユニット実証 

(1)10/24～27 

穴吹コンピュータ

カレッジ 26 名 

(2)11/14～18 

船橋情報ビジネス

専門学校 15 名 

(3)11/28～12/2 

麻生情報ビジネス

専門学校 27 名 

実習ユニット実証 

12/13～16 

富山情報ビジネス

専門学校 対面 20

名 遠隔 19 名 

無し 無し 

CHECK 実施結果の評価 演習ユニットは 3

校での実証の結

果、普遍的に使用

できることを確認

した。 

実習ユニットは遠

隔によるグループ

開発が可能である

ことを確認した。 

(1) チャットボッ

トの利用が少

なかった。 

(2) グループ開発

におけるグル

ープへの貢献

度を測定する

方法の精度が

低い。 

(1) 教師への質問

内容をチャッ

トボットに取

り込むと共に、

チュートリア

ル的な要素を

盛り込む。 

(2) グループへの

貢献度を測定

する方法を検

討する。 

 達成度    

 原因分析    

ACTION スケジュールの見

直し 

   

 実施内容の見直し    

 目標の見直し    

その他   
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（8）学校法人文化学園 文化外国語専門学校 

 

■事業概要 

機関名 文化外国語専門学校 

事業名 日本語教育のための効果的な遠隔授業モデル構築プロジェクト 

分野／職種 文化・教養（日本語科） 

要素技術 LMS／e－ラーニング 

概要 〇日本語教育における効果的な遠隔授業モデルを確立する 

〇遠隔教育にフォーカスした動画、スライドといったコンテンツを作成する。 

〇遠隔授業における学習管理として、Learning Management System（LMS）を 

積極的に活用するとともに、教育効果を定量的に判定することのできる評価シ 

ステムを構築する。 

第 3 回個別会議 2023 年 1 月 17 日（火）10:00～11:00 
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■PJ 管理シート：学校法人文化学園 文化外国語専門学校（2023 年 1 月 17 日現在） 

項目  実施内容 課題 解決策 

PLAN 目標設定 事業計画書を参照   

 実施項目   

 評価方法   

DO 調査状況 ・学習者アンケート 

・チエル株式会社の Web 版

CALL システム利用の可能性を

試用して調査 

・1 年間遠隔を継

続することが難し

かった。 

・チエルのシステ

ムは有料だが、使

い勝手がよくない

ことが判明。 

・教師の精神的サ

ポートの重要性を

認識。 

・Google のアプリ

で代用する。 

 開発状況 ・「留学 Cando」 

・実証講座カリキュラム 

・オンデマンド教材（予習動画、

その他予習復習教材） 

・Zoom 授業用スライド作成 

・教材の作成が予

想以上に時間がか

かる。 

・一部は実証講座

を実施しながら作

成する。 

 実証状況 ・11 月 8 日から 12 月 3 日にか

けて、タイの大学生を対象に実

施。 

・対象学習者の希

望者は 20 名以上

いたがレベルが低

い者が多かった。 

・学習者を面談し

てレベルチェック

を行い 8 名選定。 

・初日に個人都合

で 1 名の学習者が

辞退。 

CHECK 実施結果の

評価 

・学内での実施結果との比較 

・学習者アンケート 

・「留学 Cando」を使った振り返

り 

 

【学習者】 

前後 

・にほんごチェック！（文化庁） 

コース中 

・トピックごとの Can-do を自己

評価 

最終日 

・自分の日本語力の振り返り 

翌週 

・コース評価 

・学習者とのコミ

ュニケーションに

タイ語が必要。 

・現地の教師と、本

学園のタイ事務所

のスタッフに協力

を依頼。 
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【教師】 

コース中 

・トピックごとの Can-do の合否

判定 

・発表の Can-do はポートフォリ

オを作成し、個別に評価を記載。 

 達成度 ・13 の Can-do を学習者が自己

評価して向上を確認。教師が評価

して、学習者全員がすべての

Can-do に合格。 

・文化庁のにほんごチェック！

の結果、レベルが向上。 

・学習者の振り返りでは日本語

力は向上。 

・コース評価はおおむね好評。 

  

 原因分析 ・報告書にまとめるべく分析中。   

ACTION スケジュー

ルの見直し 

   

 実施内容の

見直し 

・教材に復習用動画、Forms を

用いた復習クイズを追加 

・日本語科の学生との交流会 

・毎日の学習の記録 

・修了証の授与 

  

 目標の見直

し 

   

その他   
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（9）学校法人大庭学園 沖縄福祉保育専門学校 

 

■事業概要 

機関名 学校法人大庭学園 沖縄福祉保育専門学校 

事業名 介護・保育分野における演習・実習科目に係る遠隔教育実現のモデル化と教育の 

品質向上に関する実証研究事業 

分野／職種 教育・社会福祉／介護福祉士・保育士 

要素技術 VR、AI、LMS 

概要  既存技術や先端技術を組合せ，動画マニュアル教材や VR 教材などを開発・検 

証し，演習・実習科目についても遠隔教育への切り換えを図る。  学生動作デー

タの収集には，個別の VR ゴーグル，多人数体験が可能な 3D フ ォログラムデ

ィスプレイや 360 度 3DVR シアター等の検証を行い，より実現可 能なコスト

とするための調査も実施する。 

第 3 回個別会議 2023 年 1 月 25 日（水）15:00～16:00 

 

 

■PJ 管理シート：学校法人大庭学園 沖縄福祉保育専門学校（2023 年 1 月 25 日現在） 

項目  実施内容 課題 解決策 

PLAN 目標設定 事業計画書を参照   

 実施項目   

 評価方法   

DO 調査状況 【保育】 

ヒヤリング調査と

して 1 月 24 日に

実施済 

 

昨年度のアンケー

ト調査の精度 

 

調査方法を変更し

ヒアリング形式で

実施 

 開発状況 【保育】 

・石垣監視カメラ

撮影中(３台) 

【介護】 

・クラウド系ライ

センスの検証 

→VisionPose Nano 

→ LabelNote 

→ ElasticSerch 

 

→クラウド経由で

動画取得 

・トリガーを検討 

 

 

３Ｄ骨格の抽出断

念→骨格ﾎﾟｲﾝﾄ減 

スペック・費用対効果 

 

ヒヤリハット報告

書を入手・トリガ

ーの洗い出し 

 

 

リアルタイムに重心軸

を視覚化するため

２D で再ﾁｬﾚﾝｼﾞ 

 実証状況 【保育】 

・3 月の職員会議

で意見交換予定 

【介護】 

・AI 文字起しを含

 

事業期間外 

 

 

今年度の成果物を

 

事業費以外で対応 

 

 

次年度につなげる
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めた教師データの

作成 

どこまで作成する

か 

ための動画を準備 

CHECK 実施結果の評価 【保育】 

職員説明会での建

設的な意見交換を

期待 

 

【介護】 

２D での重心位置

算出で授業に堪え

られるか検証 

  

 達成度 

 

   

 原因分析 

 

   

ACTION スケジュールの見

直し 

【保育】 

動画撮影開始時期

の遅延 

【介護】 

重心位置の算出方

法検討に伴う遅延 

  

 実施内容の見直し 【保育】 

調査方法の変更 

【介護】 

重心位置の算出方

法の再検討 

  

 目標の見直し 特になし   

その他  ・連携 

沖縄工業高等専門学校 

→アイトラッキング技術を用いたヒヤリハット教材の制作 

 1 月 13 日（金）本校ヒューマン介護福祉科 2 年 19 名の学

生にて実証授業を実施 

 

・今後の流れ 

→1 月末～2 月上旬 次年度に向けた関係機関への協力依頼 

 今年度の実績報告及び次年度に向けた協力内容の説明 

→2 月 1 日（水）13 時～ 拡大技術ミーテイング 

（年度事業結果報告） 

→2 月中旬 最終報告書作成 
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（10）学校法人原田学園 鹿児島医療技術専門学校 

 

■事業概要 

機関名 学校法人原田学園 鹿児島医療技術専門学校 

事業名 遠隔教育における個人デバイス及び VR 使用における有用性検証の事業~多学科

における多職種連携教育での実現検証~ 

分野／職種 医療 

要素技術 VR 

概要  医療・福祉業界における多職種連携教育(Interprofessional Education)に、 

高い再現性を備えた先端技術(VR)を用いた遠隔教育を導入することで、均一

で質の高い専門職教育を実現する。 

 離れた場においても、VR で再現された各職業の実際と、それらの臨床にお

ける協働場面を体験し、“リアルな臨床場面の経験から学びが始まる”教育実

践モデルへ進化させる。 

第 2 回個別会議 2023 年 1 月 20 日（金）10:00～11:00 
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■PJ 管理シート：学校法人原田学園 鹿児島医療技術専門学校（2023 年 1 月 18 日現在） 

項目  実施内容 課題 解決策 

PLAN 目標設定 事業計画書を参照   

 実施項目   

 評価方法   

DO 調査状況  学生を対象に作成コン

テンツを用いた実証授

業の実施・調査。 

 「VR 酔い」等の

事象の訴えを数

名より聴取。 

 授業実施に当た

り、教員負担の増

加。 

 「VR 酔い」等に

対して、動画の再

生時間を検討す

る。 

 一部、オンデマン

ド対応や講義経

験を重ねること

で、次回以降の負

担減少は可能。 

 開発状況  令和 4 年度制作予定の

主再現モデルコンテン

ツの開発中（現在、撮影

終了、編集途中）。 

 令和 5 年度制作コンテ

ンツにおいても、協力

企業（富士フィルムヘ

ルスケア）との検討を

開始。 

 協力機関（大学病

院）とのスケジュ

ール調整の困難。 

 共同開発が進む

につれ、開発・編

集内容の共有に

より製作時間の

短縮が見込める。 

 実証状況  専門職種に関する職業

啓発教材としての利活

用の効果測定を予定

（学校法人原田学園鹿

児島情報高等学校生徒

に対して）。 

 感染症状況、高校

行事との兼ね合

い等による日程

調整の困難。 

 学園単位での VR

活用講義・事例の

共有を図り周知

することで、円滑

な日程調整が見

込める。 

CHECK 実施結果の

評価 

 当初の計画通りに実

施。 

  

 達成度 KPI（分母は目標値） 

 VR ゴーグル確保数

60/72 

※（1 クラス最大定員 36 名） 

 VR ゴーグルの使用回

数 34/12 

 VR を用いた職業理解

 

 会議実施回数の

確保。 

 現地視察・協議・

会議回数の確保。 

 調査検証にあた

りスケジュール

 

 概要や製作内容

についての共有

が図れてきたこ

とで、対面以外の

Zoom 等を使用し

たオンライン会
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度検証の調査項目 

 2/12 項目で、他の

視聴デバイス（PC、

スクリーン）と比

較して有意な理解

度の上昇を認め、

その他の、10/12 項

目においても、他

のデバイスと比べ

低下を認めず。 

 項目内容は、

専門職役割の

理解と、尊重

する態度の醸

造について 

の調整。 議システムにて、

感染状況に左右

されずに、会議日

の設定が可能。 

 原因分析    

ACTION スケジュー

ルの見直し 

 コロナ等の感染症状況

に応じて見直しを検

討。 

  

 実施内容の

見直し 

 コロナ等の感染症状況

に応じて見直しを検

討。 

  

 目標の見直

し 

 コロナ等の感染症状況

に応じて見直しを検

討。 

  

その他  3 月の事業実績報告書の作成途中。 
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（11）株式会社穴吹カレッジサービス 

 

■事業概要 

機関名 株式会社穴吹カレッジサービス 

事業名 看護分野における遠隔教育導入モデル開発事業 

分野／職種 医療／看護 

要素技術 VR 

概要 VR ゴーグル使って、看護学生役と患者役が 2人ペアとなり、メタバースプラット

フォーム CORE へアバターで入室する。シナリオに従い、ロールプレイを行い、コ

ミュニケーションする。 

アンケートによる官能評価、自由記述の内容を検討し、バーチャルコミュニケー

ションシステムが看護コミュニケーション教育支援に有効であるか検証する。 

官能評価…人の五感（視覚、聴覚、嗅覚、味覚、触覚）に頼ってモノの特性や人

の感覚そのものを評価する方法 

第 3回個別会議 2023 年 1月 24 日（火）10:00～11:00 

 

 

■実証授業開催状況 

１．事前学習会 

日時 令和 4 年 12 月 1 日（木）13:30～16:30 

場所 穴吹医療大学校（高松市錦町 1-22-23） 

対象学生 看護学科 1 年 36 名 

授業内容 VR ゴーグル使って、2 人ペアでメタバースプラットフォーム CORE へアバターで入

室。入室後、挨拶、握手、簡単な自己紹介、部屋の中を移動する。 

２．実証授業 

日時 令和 4 年 12 月 2 日（金）13:15～16:30 

場所 穴吹医療大学校（高松市錦町 1-22-23） 

対象学生 看護学科 1 年 34 名 

授業内容 VR ゴーグル使って、看護学生役（1 年生）と患者役（4 年生）が 2 人ペアとなり、メ

タバースプラットフォーム CORE へアバターで入室する。シナリオに従い、ロールプ

レイを行い、コミュニケーションする。シナリオは状況を設定するのみで、一つ一つ

の会話、沈黙やうなずき、体幹や上肢の動きは、各被験者のアドリブで行う。 
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■PJ 管理シート：株式会社穴吹カレッジサービス（2023 年 1 月 23 日現在） 

項目  実施内容 課題 解決策 

PLAN 目標設定 ①実証授業の開催 

12 月 1 日事前学習会 

12 月 2 日実証授業 

・実証授業 

・検証評価 

・課題整理 

 

②教材制作 

看護学生向けコミュニケー

ション力向上テキスト・教

員指導書・指導用動画 

 

③バーチャル空間上でのコ

ミュニケーション実習の開

催に向けた準備 

バーチャルコミュニケーシ

ョンシステム（本システム）

使って看護学生のコミュニ

ケーション力をどう向上し

ていくか 

 

 

コミュニケーション能力向

上の可視化 

 

 

 

繰り返し練習することでコ

ミュニケーション力がどれ

くらい向上するかの実証が

不十分 

言語・非言語・準言語コミュ

ニケーションそれぞれを強

化すること。準言語（声）コ

ミュニケーション強化に本

システムが有効 

 

本システム活用によりコミ

ュニケーション力が上がっ

たか下がったかではなく、

コミュニケーションの知識

とバリエーション（引き出

し）が増えたかどうかを評

価 

 

次年度、学生数名に協力依

頼し、本システムを使い繰

り返し練習することでコミ

ュニケーション力がどう変

化するか実証 

 実施項目 ネット環境、VR ゴーグルの

環境、バーチャル空間の特

性による課題の発生 

専用 Wi-Fi を使用、VR ゴー

グルのアップデートが頻繁

にあることに対応、バーチ

ャル空間（CORE）の特性を

理解し、対応 

 評価方法 本システムに適合した評価

表が現在は作成できていな

い 

次年度、コミュニケーショ

ンの知識は授業後のテスト

により評価（知識評価） 

コミュニケーションのバリ

エーション（引き出し）が増

えたかどうかは本システム

に適合した評価表（ルーブ

リック評価表）を作成 

DO 調査状況 昨年度実施済み   

 開発状況 ①バーチャルコミュニケー

ションシステムの構築 
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②看護学生向けコミュニケ

ーション力向上テキスト・

教員指導書・指導用動画の

制作 

 実証状況 12 月 1 日事前学習会、12 月

2 日実証授業開催 

  

CHECK 実施結果の

評価 

学生、教員、評価委員アンケ

ートによる官能評価、自由

記述の内容を検討し、本シ

ステムが看護コミュニケー

ション教育支援に有効であ

るか検証 

  

 達成度 本システムの有用性を上記

評価から検証 

  

 原因分析  本システムに適合した評価

表の作成 

 

バーチャル空間の安定的な

提供 

次年度、ルーブリック評価

表を作成 

 

ベンダーとの綿密な打ち合

わせ、テクニカルサポータ

ーの育成 

ACTION スケジュー

ルの見直し 

下記実証の開催時期（7 月～

8 月頃予定）を決定し、学生

に協力依頼 

  

 実施内容の

見直し 

次年度、学生数名に協力依

頼し、本システムを使い繰

り返し練習することでコミ

ュニケーションがどう変化

するか実証・検証 

  

 目標の見直

し 

上記実証に対する目標設定   

その他   
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（12）学校法人河原学園 河原電子ビジネス専門学校 

 

■事業概要 

機関名 学校法人河原学園 河原電子ビジネス専門学校 

事業名 遠隔教育におけるプログラミング実習モデルの開発事業 

分野／職種 工業／プログラミング人材 

要素技術 AI 

概要  ４つのＡＩ機能（①類題を推定し、教員を補助するＡＩ、②学生の個性に応じ

て動機づけるＡＩ、③不正解の原因・誤り箇所を推定するＡＩ、④学生の実装

したプログラムの採点を自動化するＡＩ）を搭載したプログラミング実習シス

テムとテキスト教材を導入する。 

 遠隔授業下で課題提示から評価指導（ソフトウェア品質指導含む）までをカバ

ーするプログラミング実習モデルを構築する。 

第 3 回個別会議 2023 年 1 月 26 日（木）16:00～17:00 
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■PJ 管理シート：学校法人河原学園 河原電子ビジネス専門学校（2023 年 1 月 25 日現在） 

項目  実施内容 課題 解決策 

PLAN 目標設定 事業計画書の参照   

実施項目   

評価方法   

DO 調査状況    

開発状況 ・4 つの AI システムの

開発と調整 

・遠隔授業用の課題付

きテキスト教材の開発 

類題を約 4,200 問事前

収集し、類題を推定する

AI によって類題提示を

行おうとしたが、類題の

問題傾向と授業で扱う

プログラミング課題の

内容が合致しなかった。 

類題ではなく類似コードを

収集し、ヒントとして提示

するように機能を変更し

た。類似コードはすでに約

5,000件分収集し、課題に応

じて類似コードを AI が提

示できるようにした。 

実証状況 ・実証講座を 11 月～12

月実施 

教員が遠隔授業中授業

後の学生の進捗状況を

把握できる機能はまだ

実装されていない。 

次年度、教員が遠隔授業中

授業後の学生の進捗をスム

ーズに把握するための機能

を実装する予定である。 

CHECK 実施結果の評価 ①遠隔授業用課題付きテキスト教材の累積ページ数 

②遠隔授業を通した学生のプログラミング能力の得点向上率 

③遠隔授業によるプログラミング実習実施に伴う所要指導時間の短縮率 

④遠隔授業における学生の学習意欲の向上 

達成度 ①今年度までの累積目標約 230 ページに対して約 250 ページまで開発できた。 

②事前・事後テストの点数の差分を実験群と統制群の間で比較すると、前者では

後者よりも、統計的に有意に高い得点向上率が見られた。 

③システムが提供する課題提示、誤り箇所提示、ヒント提示、自動採点により、

課題作成、添削採点指導にかかる教員の業務時間を短縮することができた。 

④システムの機能により、学習意欲や学習効率が向上した結果、実験群の課題の

提出率が向上した。 

原因分析    

ACTION スケジュールの見

直し 

特になし   

実施内容の見直し 特になし   

目標の見直し 特になし   

その他   
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（13）学校法人 東京滋慶学園 日本医歯薬専門学校 

 

■事業概要 

機関名 学校法人東京滋慶学園日本医歯薬専門学校 

事業名 歯科衛生士人材育成における先端技術を活用した遠隔授業の実証研究事業 

分野／職種 医療／歯科衛生士 

要素技術 VR 

概要 ・VRなどの先端技術を活用した新たな教材開発と教育有効性を実証研究すること

で、歯科医療分野の新たな遠隔教育システム、実践モデルを構築する。 

・歯科衛生士教育でのVRを活用した遠隔授業を教育コンテンツとして確立する

ことで、他校の歯科衛生士学校、医療系他分野へも水平展開する。 

第 3 回個別会議 2023 年 1 月 26 日（木）9:30～10:30 
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■PJ 管理シート：学校法人 東京滋慶学園 日本医歯薬専門学校（2023 年 1 月 24 日現在） 

項目  実施内容 課題 解決策 

PLAN 目標設定 事業計画を参照   

 実施項目   

 評価方法   

DO 調査状況 学生授業満足度   

 開発状況 追加コンテンツ+

動画教材開発 

  

 実証状況 授業アンケート 

期末テスト 

  

CHECK 実施結果の評価 集計中   

 達成度 集計中   

 原因分析    

ACTION スケジュールの見

直し 

動画教材開発の遅

れ 

正式な評価が次年

度持ち越し 

 

 実施内容の見直し 特になし   

 目標の見直し 特になし   

その他  ・12/9、12/15：医歯薬Ⅰ部 口腔解剖授業（中村先生 50 分・

星野 30 分） 2 コマ 

・12/14：既存構造体の一部パーツを半透明化 2 点完成 

・12/16：新東京Ⅱ部 口腔解剖授業 

・12/20：医歯薬Ⅱ部 口腔解剖授業 

・1/19：摂食嚥下アニメーション構造体 14 点完成 
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（14）一般社団法人全国専門学校情報教育協会 

 

■事業概要 

機関名 一般社団法人全国専門学校情報教育協会 

事業名 先端技術を活用した体感型双方向遠隔教育の実践モデル構築事業 

分野／職種 工業【IT】 

要素技術 Web 会議ツール・ボイスチャット・Web コミュニケーションツール・出席管理ツ

ール・テスト配信システム・AR・VR・アイトラッキング 

概要 情報系専門学校を対象に、講義やプログラム実習・実技、グループワーク等の授

業を遠隔で行うモデルを、先端技術を活用して構築する。授業の形態に応じて、

Web 会議システム、ボイスチャット、XRVR・AR・MR）、センシングや出席管理

ツール等を複合的に用いて、体感型双方向遠隔教育モデルを構築する。業界団体

や企業、専門学校と連携し、学生フォローの方法やコスト・費用、在宅学習が長

期化した場合の学生間の交流の設計等、学校運営上、持続可能であり、疫病や災

害時でも、質を落とすことなく職業教育を継続できる遠隔教育導入モデルを構

築・検証をする。 

第 3 回個別会議 2023 年 1 月 20 日（金）11:00～12:00 

 

 

 

  



 

71 

 

■PJ 管理シート：一般社団法人全国専門学校情報教育協会（2023 年 1 月 20 日現在） 

項目  実施内容 課題 解決策 

PLAN 目標設定 事業計画書を参照   

 実施項目   

 評価方法   

DO 調査状況 遠隔教育先端技術 

調査 

  

 開発状況 遠隔教育（基本編） 

導入モデル 

①講義授業対象の 

遠隔授業モデル 

②実習（個別）授業 

対象の遠隔授業モ 

デル 

アイトラキングツ
ールの利用の費用
について 

次年度以降、コス
ト含め検討をする 

 実証状況 遠隔授業概要説明 

会 

講義遠隔授業実証 

講座 

実習（個別）授業実 

証講座 

遠隔授業に使用す
るデバイスについ
て、PC を基本と
しているが、スマ
ホやタブレットで
の参加の希望が多
い。 

複数のアプリ使用
について、受講者
の慣れやデバイス
のスペックにより
想定した効果が得
られないことがあ
る。 

複数のデバイスの
使用について実証
において、 zoom 

パ ソ コ ン 、」
discord スマホで
対応するが学生が
複数名おり、1 台で
複数アプリを利用
するより安定した
接続を実現する。 

本年度は PC を使 

用して実証を実
施、次年度以降、ス
マホ・タブレット
での対応を検討す
る。 

学生のデバイスの
保有状況等を把握
し、複数のデバイ
スの仕様も検討す
る。 

複数のデバイスの
使用を標準とした
導入モデルの研究
（次年度） 

CHECK 実施結果の評価 1.対面受講者との
差 

2.受講者の肯定的
評価 

3.実証参加校数 

差 1.1％ 

 

85％ 

 

4 校 

 

 達成度 1 100％ 

2 100％ 

3 80％ 

  

 原因分析 AR 

VR 

2 月上旬完成 

2 月中旬完成 

実証は次年度に行
う 

ACTION スケジュールの見
直し 

   

 実施内容の見直し    

 目標の見直し    

その他   
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（15）学校法人大和学園 京都栄養医療専門学校 

 

■事業概要 

機関名 学校法人大和学園 京都栄養医療専門学校 

事業名 栄養士・管理栄養士分野におけるメタバースを活用した遠隔教育モデル構築プロ

ジェクト 

分野／職種 衛生 

要素技術 メタバース 

概要 栄養士・管理栄養士分野におけるメタバースを活用した遠隔教育モデル構築 

第 3 回個別会議 2023 年 1 月 24 日（月）13:00～14:00 
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■PJ 管理シート：学校法人大和学園 京都栄養医療専門学校（2023 年 1 月 18 日現在） 

項目  実施内容 課題 解決策 

PLAN 目標設定 事業計画書を参照   

 実施項目   

 評価方法   

DO 調査状況    

 開発状況 ・学内の給食施設

をメタバース空間

として撮影済み 

（2022/10/4） 

・メタバース空間

内で視聴できる動

画コンテンツの撮

影済み 

（2022/12/27~28） 

  

 実証状況 ・成果物を学生に

提供し、実証実験を

実施（2023/1/16） 

・実証実験後、筆記

試験を実施済み、ア

ンケートも後日実

施予定 

  

CHECK 実施結果の評価 ・シンポジウムに

て成果物を公表 

（2023/2/15） 

・成果報告書を作

成（2023/2） 

  

 達成度    

 原因分析    

ACTION スケジュールの見

直し 

   

 実施内容の見直し    

 目標の見直し    

その他  以下の委員会を開催（実施済みまたは実施予定） 

・遠隔教育カリキュラム開発委員会 

第 1 回 実施済み（2022/10/6） 

第 2 回 実施済み（2023/1/12） 

・第三者評価委員会 

  第 1 回 実施予定（2023/1/27） 

・プロジェクト統括委員会 

  毎月実施（2022/7～12） 
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4. 普及・定着方策の立案・実践 

専修学校教育や遠隔教育の導入等の実態等を踏まえた上で、遠隔教育の実施により、従来

対面で実施していた授業と比較しても遜色のない教育あるいは対面で実施するよりも質の

高い教育が可能であることについての理解を広げ、行動を促すための方策として、以下を実

施した。 

（1）普及・定着方策ガイドラインの骨子の作成 

（2）先進的な取組事例集およびパンフレットの骨子の作成 

 

4.1. 普及・定着方策ガイドラインの骨子の作成 

専修学校や企業の実態を踏まえた普及・定着方策に関するガイドラインの骨子を作成し

た。 

次頁に、普及・定着方策に関するガイドラインの骨子の具体的な内容を示す。また表 4-1

に、本事業における 15 プロジェクトの事業計画および取り組み状況に基づいて分野別に整

理した普及・定着方策の考え方を示す。 
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１．目的 

 本事業の主目的は、対面と同等以上の効果を有する遠隔授業モデルを構築し、その

普及促進を図ることである。 

 普及・定着方策ガイドライン作成の目的は、対面と同等以上の効果を有する遠隔授

業を実施するための手法や技術などについて専修学校関係者間での理解を広げ、必

要な場面での導入を促すための普及・定着方策を提示することである。 

 

２．実施すべきこと 

（１）効果測定・検証 

 各プロジェクトの取り組みと効果測定について検証を行い、対面と同等以上の効果

を有することを実証（＝本事業の取り組み）する。 

 

（２）普及・定着方策の整理 

 各プロジェクトの事業終了後の普及・定着に向けた方針・手法を、事業計画および

取り組み状況に基づいて分野別、要素技術別に体系的に整理する。 

 上記の内容をベースに、普及・定着方策ガイドラインの目次構成、骨子を作成す

る。 

 

（３）普及・定着方策ガイドラインの作成 

 普及・定着方策ガイドライン（本編）および各プロジェクトの取組事例集（別添）

を作成する。 

 取組事例集のコンテンツには、以下の内容を含める。 

 遠隔授業モデルの概要、特長、導入メリット、課題等 

 普及・定着方策ガイドライン、取組事例集を弊社 HP 等に Web 公開、専修学校関

係者（主に教職員）に周知、理解を促進する。 

 普及・定着状況について、適宜フォロー。本事業の成果が広く普及・活用されるよ

うに努める。 

 

作成する資料 内容 

普及・定着方策ガイドライン（本編） ・事業終了後の普及・定着に向けた方針・手法

を体系的に整理したもの 

取組事例集（別添） ・遠隔授業モデルの概要、特長、導入メリット、

課題等 

パンフレット（別添） ・取組事例集の概要版 
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表 4-1 本事業における 15 プロジェクトの事業計画および取り組み状況に基づく分野別の普及・定着方策の考え方 

項目／分野 工業 医療 衛生 教育・社会福祉 文化・教養 

(1) 情報発信 ・周知活動の際には、導入

モデル校として効果実績

などの情報発信も行って

いく。 

・本事業 HP、SNS を通じ

て情報を公開する。 

・各業種、関連学会等に

おいて実践報告を行い、

多職種連携教育に対す

る遠隔教育 (VR)導入の

有用性を継続して啓蒙

する。 

・学会等の展示ブースに

て紹介等を行う。 

・学校 YouTube など SNS

で公開し、それに合わせた

書籍を執筆、販売等。 

・本事業で得られた成果

を他校へ展開するために、

情報提供を行う。また、学

会発表等を検討している。 

・開発教材、導入事例は

Web 公開し、成功事例紹

介及び導入マニュアルを

掲載する。 

・授業開催時には SNS 等

で情報発信する。 

・内・外の美容分野専門学

校や美容業界に対し、業界

交流の場やインターネッ

ト等で継続的に情報発信

を行う。 

・本事業終了後は、3 年間

で得た知見・ノウハウを継

続して専修学校の教育課

程等に反映する。また、専

用ホームページを活用し、

事業報告書並びに担当者

による定期的なコラムを

公開することで、広くステ

ークホルダーに対して本

事業の成果を伝承する。 

・次世代の栄養士・管理栄

養士養成のモデルを構築

し、その内容は学会や関連

団体での発表を積極的に

行い、新たな時代の栄養

士・管理栄養士養成に対し
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項目／分野 工業 医療 衛生 教育・社会福祉 文化・教養 

て提言を進めていく。 

・協議会等を通じた情報

発信を積極的に行う。 

(2) 周知・普及 ・PR 動画を制作しホーム

ページ上に公開すること

により、本プロジェクトの

取組を関係機関に周知を

図っていく。 

・成果報告会の開催や各

種会議体での紹介などを

通じて周知活動を展開す

る。化学分野およびその関

連分野であるバイオ・農

業・医療・美容などの分野

の専門学校を主な周知タ

ーゲットとする。 

・まずは本事業成果を一

部の授業に適用する形で

導入を図り、導入・運用に

関わるノウハウを蓄積す

る。その中で学内体制の整

備や外部企業との連携強

化、コンテンツの充実化等

を行いながら適用範囲を

拡大していく。 

・本事業外の専門学校や

高等学校、企業などとの連

携強化に努め、検討体制の

 ・全国普及に向けた普及

冊子を事業期間内に作成

し、事業終了後の普及活動

に役立てる。 

・実証実験を得て積み上

げた成功・失敗事例をまと

め「遠隔教育マニュアル」

化の製作を行う。本マニュ

アルを整備することで、他

の専修学校や教育機関等

が、遠隔教育の推進にあた

り本マニュアルを有効活

用し、スムーズにプロジェ

クトを進行できるように

なることが期待できる。 

 ・主幹校実行委員会メン

バー出前授業や助言など

を行うなど、手法の普及を

図ることとする。 

・様々な研究会、研修会に

おいて成果を発表し、その

ノウハウの広い波及を目

指していく。 
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項目／分野 工業 医療 衛生 教育・社会福祉 文化・教養 

拡充を図っていく。将来的

には本事業成果の導入・活

用の促進を目的としたコ

ンソーシアムの設立など

により組織化を図り、更な

る事業成果の発展と普及

に努めていきたい。 

・一般向けのトレーニン

グプログラムを構築し、地

域の方を対象とした公開

講座を本校で実施する。 

・一般向けの公開講座も、

全国 5～6地域での開講を

目指す。 

・IT 系学校や教員への直

接的な呼びかけや同会の

YouTube チャンネルへの

投稿を通じ、専門学校等に

紹介する。 

・遠隔授業を前提とした

プログラミング実習のた

めのカリキュラム（プログ

ラミング実習科目全体の

構成）、実習科目シラバス

（各種プログラミング科

目）、AI 搭載オンラインプ

ログラミング実習システ

ム、課題付きテキスト教
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項目／分野 工業 医療 衛生 教育・社会福祉 文化・教養 

材、教員向け運営マニュア

ル、学生向け参加マニュア

ル、プログラム品質評価基

準等の成果物は、遠隔教育

におけるプログラミング

実習授業の実用化を示す

事例として、各方面に成果

物提供・情報提供を行う。 

(3) 教材開発

の継続 

・さらに研究開発期間が

あれば、板金・塗装の職人

技を 3D モーションキャ

プチャーやデータグロー

ブを活用し、力感や感覚の

バランスを視覚化するコ

ンテンツ制作に取り組み

たい。 

・化学分野・関連分野の専

門学校での導入事例や、化

学分野のリカレント教育・

高専連携教育での活用事

例を作り出しながら、それ

ぞれの活動で得られた結

果・ノウハウをもとに、本

事業成果である遠隔教育

モデルを継続的にブラッ

シュアップすると共に、各

種教育コンテンツ等を拡

充していく。 

・新たなVR教育コンテン

ツの開発は学生の修得度

向上、また学びの多様性を

担保するためにも必要で

ある。継続的にコンテンツ

開発を目指すことで開発

費や作成の手間が減り、よ

りスピーディに、大量に開

発することが可能になる。 

・本事業構成機関等をは

じめとした美容分野専門

学校を対象に、本事業で構

築する「オンライン・コン

テスト実践モデル」を活用

したコンテストを継続的

に企画・提供していく。 

・また、各専門学校が学内

で実施する場合などに本

事業成果を活用する意向

を有する場合には、それぞ

れの事情を踏まえた事業

成果のアレンジや再構成

を行い、環境構築・運用な

どの導入支援を実施する。 

・本事業成果のうち、特に

「技術評価 AI」は様々な

場面での応用が考えられ

る。本事業成果をもとに、

美容教育への幅広い応用

・一定程度の動画マニュ

アル教材や VR コンテン

ツの開発を行う予定であ

るが、開発には多くのコス

トや時間が必要となるた

め、事業終了後も継続して

教材の開発を行っていく。 

・蓄積したノウハウをマ

ニュアル化し、内製化を図

ることにより、低廉な価格

と手間で教材（コンテン

ツ）を作成できる環境の構

築を目指す。 

・本プロジェクトでは初

級レベルの教材作成であ

ったが、中級レベルでの可

能性も探り、日本語教育の

各レベルに対応できる開

発にも着手する。 

・自習支援ツールや教材

の精査を進め、時代やニー

ズに最適化するためのア

ップデートを繰り返して

いく 
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項目／分野 工業 医療 衛生 教育・社会福祉 文化・教養 

・実証講座の実施結果を

基にモデルや教材等の改

善を行い、20 時間程度の

短期講座を構成して本校

及び実施委員会参画校等

で実施する。短期講座の実

施に当たっては、スポーツ

トレーナーやスポーツク

ラブ等との協力体制も構

築し、より精度の高いモデ

ルへと改善を図っていく。 

可能性を検討し、有力な可

能性については実証研究

を行う。 

・本事業で実証研究する

以外の科目群においても、

AI 教育を活用したアプリ

ケーションを用いて授業

運営を行うこととする。 

・VR 教材のラインナップ

を追加し、学生の学びの選

択肢を増やす取り組みを

行う。また必要に応じて

AR 技術を活用したコン

テンツの制作にも着手し、

事業終了後も随時プログ

ラムの改訂を行っていく。 

・給食の運営におけるメ

タバース活用が広く教職

員に普及した後は、各科目

のシラバス改善にも着手

し、各科目においてメタバ

ース等先端技術を活用し

た新たな授業コンテンツ

を作成していく。 

(4) フォロー

アップ 

・ホームページに遠隔教

育コンテンツ活用相談窓

口を設置する。 

・「遠隔教育と対面実習の

   ・実際の授業で作成した

教材を積極的に活用する。 
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項目／分野 工業 医療 衛生 教育・社会福祉 文化・教養 

相互作用により教育の質

を確保」のノウハウを伝え

るため、要請があれば職員

を希望校・団体に派遣す

る。 

・本事業成果等の普及・

活用促進について担当す

る委員会を本会に設置

し、事業の終了後も活動

を継続的に実施する体制

を整備する。 

・本事業で利用する遠隔

授業ツールの利用方法な

どを解説する遠隔授業説

明会等を通して、教員の

ツール利用スキルの向上

を支援する。 

・本事業で利用するメタ

バース上のワールド等は

専門学校関係者に公開し、

試用の機会を提供する。ま

た、VR・AR を利用した研

修会を企画し、受講体験を

通して、導入・利用の支援

をする。 

・全教員で教材作成スキ

ルを共有するため、勉強

会を実施する。 

・教材のアップデートを

継続して進める 

・他の教育機関が活用す

る場合には、メンターと

して積極的にフォローア

ップしていくこととす

る。 

(5) 横展開（専

修学校） 

・全国に 50 の車体整備士

養成校があり、資格取得の

ためすべての学校で国土

・他医療分野に対してチ

ーム医療教育の教材とし

て使用したり、コンテンツ

・内・外の美容分野専門学

校や美容業界に対し、本事

業への協力要請を行いな

・本校に併設する、社会福

祉士や精神保健福祉士の

養成のための教材につい

・協会の会員校に報告書

を配布し、取組を共有。 
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項目／分野 工業 医療 衛生 教育・社会福祉 文化・教養 

交通省自動車局監修の教

科書を使用しており、カリ

キュラムはほぼ同じであ

る。また、遠隔教育に関す

る課題も共通しているた

め、タイムリーにかつ円滑

に横展開できる。 

・コンテンツ活用場面や

活用方法を記載した「活用

の手引書」を作成し、他の

車体整備士養成課程校で

活用しやすい環境づくり

を行い、横展開を促進す

る。 

・高等学校や化学業界企

業と連携のもと、本事業の

成果を活用して、社会人対

象や高校生対象の実証講

座を開催する。その結果に

基づき、リカレント教育、

高専連携教育それぞれへ

展開するために必要な教

育コンテンツや体制等の

検討などを行い、垂直展開

の具体化を図っていく。 

・本校及び実施委員会参

画校等を中心に、3～4 校

程度でのモデル導入を目

作成の考え方や学生の反

応など、色々な形でコ・メ

ディカル分野にも展開す

る。 

がら更なる体制の拡充に

努め、より強化された体制

のもと、事業成果の拡充や

導入支援等の活動を展開

する。 

・今回の事業で連携する

専門学校だけでなく、栄養

士・管理栄養士養成課程を

もつ他の専門学校にも本

事業を共有し、さらなる連

携の拡充に努める。 

ても新規で開発し、教育・

社会福祉の分野全体で横

展開が可能な環境を整え

たい。 
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項目／分野 工業 医療 衛生 教育・社会福祉 文化・教養 

指す。 

・本モデルによるスポー

ツ系科目の実施は継続し、

専修学校・大学等 5～6 校

程度の新規導入を目指す。 

・本事業に参画している

専門学校および協会加盟

企業によって運用を開始

する。 

・本事業で開発した教育

カリキュラム・プログラ

ムの IT 分野以外に活用

できる領域・範囲を非 I

Ｔ分野の専門学校に紹介

し、導入・活用を推進す

る。 

・非 IＴ系専門学校の教育

カリキュラム・プログラム

の導入について、教員研修

会等を通して教員育成を

支援する。 

(6) 垂直展開

（リカレント

教育、高専連

携教育、企業

教育等） 

・振興会、協会等の団体に

リカレント教育の学習教

材として開発したコンテ

ンツを提供し、リカレント

教育の魅力アップを図る

とともに、開発したコンテ

ンツの存在を広めていく。 

 ・本事業は、栄養士・管理

栄養士養成における学生

指導のみならず、給食会社

の新人教育にも活用でき

るプログラムとなってい

る。本事業の技術とノウハ

ウを提携する給食会社お
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項目／分野 工業 医療 衛生 教育・社会福祉 文化・教養 

・IT 系専門学校が行って

いる高等学校への出前授

業、出張授業、講師派遣等

の機会を通じ、高等学校の

IT 教育関係者に紹介す

る。 

・本事業参加の企業・企業

団体及び専門学校の求人

企業等を通して、本事業の

成果を企業のリモートワ

ークや社員のオンライン

研修会等への活用を促進

する。 

よび連携する各ステーク

ホルダーと共有する。 

(7) 海外展開   ・本事業技術教材の多言

語化を行い、海外において

「VR 教材で日本の繊細

な製菓技術を学びたい」と

いうニーズに対応し、製菓

衛生師養成プログラムの

グローバル化に貢献する。 
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上記の事業計画および取り組み状況に基づいて分野別に整理した普及・定着方策の考え

方を整理すると、表 4-2 のようになる。 

 

表 4-2 普及・定着方策の考え方のまとめ 

項目 内容 

(1) 情報発信  本事業に係る特設ページ、YouTube、Twitter 等の SNS を

通じて事業成果を一般向けに情報発信する。 

 学会や業界交流等の場を活用して積極的に発表を行い、関

係者に対して事業成果を広く伝承し理解を促す。 

(2) 周知・普及  PR 動画、全国普及に向けた冊子の作成を行い、専門学校、

高等学校、民間企業等の外部機関への周知活動を通じて連

携強化を図る。 

 実証講座を通じて得られた成功事例・失敗事例も含めた遠

隔教育マニュアルを整備して、周知・普及活動に役立てる。 

 一般向けの公開講座を企画する。 

(3) 教材開発の継続  継続的に教材コンテンツの開発に取り組みブラッシュア

ップを図る。 

 本事業で蓄積したノウハウをマニュアル化することで教

材作成の内製化を図り、持続的な教材作成の環境を整え

る。 

(4) フォローアップ  関係者間で遠隔授業ツールの活用方法に関する説明会を

開催して、導入・利用の支援を行う。 

 本事業の終了後も継続的に教材開発等を続けるための体

制を整備する。 

 教員間で教材作成のスキルを共有し向上させるため、適宜

勉強会を実施する。 

(5) 横展開（専修学校）  活用の手引き等のドキュメントを作成して、遠隔授業モデ

ルの導入支援を行う。 

 協会等の連携を通じて、関係分野および他分野の学校に紹

介するとともに、研修会等を通じて教員育成を支援する。 

(6) 垂直展開（リカレント

教育、高専連携教育、企業

教育等） 

 本事業の技術、ノウハウに関する成果、コンテンツを業界

団体、高等学校、民間企業等に共有する。 

 講師派遣、研修、出前授業等の様々な機会を利用して関係

者に対して活用を促す。 

(7) 海外展開  教材の多言語化を行い、海外のニーズに対応する。 
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4.2. 先進的な取組事例集およびパンフレットの骨子の作成 

「専修学校遠隔教育導入モデル構築プロジェクト」において構築された先端技術を活用

した遠隔授業の実践モデルに関する先進的な取組事例集の骨子を作成した。先進的な取組

事例集には、以下の内容を含めるものとした。 

 

 事業名 

 機関名 

 分野・職種 

 要素技術 

 概要 

 特長 

 導入メリット 

 課題 

 他分野の専修学校での利活用 

 

図 4-1 に、先進的な取組事例集の構成を示す。各プロジェクトあたり 1 ページ分に内容

をまとめて、内容を把握しやすくなるような構成とした。 

 

また、代表的な取組事例をコンパクトにまとめたパンフレットの骨子を併せて作成した。

パンフレットについても、先進的な取組事例集と共通の内容として、以下の内容を含めるも

のとした。15 機関の各プロジェクトあたり 1 ページ分に内容をまとめて、表紙も含めて見

開きで全 16 ページの構成とする予定である。 

 

 事業名 

 機関名 

 分野・職種 

 要素技術 

 概要 

 特長 

 導入メリット 

 課題 

 他分野の専修学校での利活用 
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図 4-1 先進的な取組事例集の構成 
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5. 新たな先端技術の開発動向や活用事例のリサーチ 

国内外における新たな技術開発の動向や先進的な活用事例に関して、専修学校教育への

導入可能性が高いと考えられる内容に重点を置いて調査を実施した。 

新たな先端技術として、主に「遠隔授業の質向上・ICT 活用」、「AI×教育」に関する国内

外の幅広い先端技術の開発動向、専修学校教育への適用可能性のある先進的な活用事例等

を対象とした。 

 

5.1. 文献調査およびデスクトップ調査 

5.1.1. 遠隔授業の質向上・ICT活用 

（1）メタバース 

表 5-1 に、「遠隔授業の質向上・ICT 活用」におけるメタバースに関する先端技術の開発

動向の一覧を示す。次頁以降に、各先端技術の活用事例の概要、特長等について示す。 
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表 5-1 メタバースに関する先端技術の活用事例の一覧 

No. 件名 機関 公開日 

1 VR 言 語 教 育 プ ラ ッ ト フ ォ ー ム

Immerse、英会話教室イーオンと日本

国内でのパートナーシップを強化し、

完全オンライン型 VR 英会話サービス

「AEON VR」の予約申し込み受付を開

始 

株式会社イーオン 2022/7/28 

2 さらば VR 酔い、高品質なメタバース

空間を縦横無尽に動き回れるプラット

フォーム 

株式会社雪雲 － 

3 「ブッダボット」と AR で対話 仏教

とメタバース融合「テラバース」京大な

ど開発 

京都大学 熊谷誠慈准教

授、株式会社テラバース 

2022/9/8 

4 NTTがVR で国際交流授業などの実証

実験を開始！福岡県柳川高校 

NTT コミュニケーショ

ンズ株式会社、学校法人

柳商学園柳川高等学校 

2022/10/24 

5 2D ドット絵“メタバース”をバーチャ

ルオフィスに 学研「MetaLife」 25

人まで無料 

株式会社学研ホールディ

ングス 

2022/8/3 

6 oVice って何？特徴やメリット・デメリ

ット、活用事例を紹介 

oVice 株式会社 2022/11/13 

7 専門学校 初！メタバース「Virbela」で

目標達成スキルを身につける授業を実

施 

国際アート＆デザイン大

学校 e スポーツビジネ

ス科（現：e スポーツ科） 

2022/10/4 

8 愛知・岐阜に 60 教室以上展開する学習

塾の名大 SKY とサムライプラン、次世

代型プログラミング教材「ゲームクリ

エイターズコース」の提供を開始 

株式会社名大 SKY、株式

会社サムライプラン 

2022/9/6 
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件名 VR 言語教育プラットフォーム Immerse、英会話教室イーオンと日本国

内でのパートナーシップを強化し、完全オンライン型 VR 英会話サービ

ス「AEON VR」の予約申し込み受付を開始 

分野 文化・教養 

機関 株式会社イーオン 

公開日 2022/7/28 

概要  メタバース空間の VR 言語教育プラットフォームを提供する Immerse 

Inc.（本社：米国カリフォルニア州）は、英会話教室を運営する株式会

社イーオン（本社：東京都新宿区、代表取締役：山﨑高人、以下「イー

オン」）とのパートナーシップを強化し、7 月 28 日（木）よりイーオ

ンにて完全オンラインの VR 英会話レッスンの申し込み受付を開始。 

特長  講師とのメタバース空間上での「ライブレッスン」だけでなく、英語

を熱心に学ぶ AEON VR の受講生徒同士が交流する事ができる「ソー

シャルラウンジ」スペースも用意し、レッスンの時間だけでなく、好

きな時間にいつでも、メタバース空間で英会話の実践練習をすること

が可能になる。 

導入可能性、

メリット 

 文化・教養分野の特に外国語系の専修学校の教育に導入可能性がある。 

 正規の授業時間以外でも、学生が自身の都合に合わせて好きな時間帯

に繰り返し語学の自習を行うことで、学習効果の定着・向上が期待で

きる。 

使用する機器 VR ゴーグル 

参照 URL https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000018.000045796.html 
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件名 さらば VR 酔い、高品質なメタバース空間を縦横無尽に動き回れるプラ

ットフォーム 

分野 全般 

機関 株式会社雪雲 

公開日 － 

概要  VR（仮想現実）システムの開発を手掛ける雪雲（長野県長野市）は 2022

年 5 月 26 日、東京都内で次世代のメタバースプラットフォーム「The 

Connected World」に関する記者発表会を開催した。 

 The Connected World とは、「World」と呼ばれる主催者が決めたレギ

ュレーション／ルールに基づく仮想世界と、その中に作られる複数の

「Land」と呼ばれる仮想スペースで構成されるメタバースプラットフ

ォームだ。同社は、日本発の The Connected World を世に送り出すこ

とで、メタバースプラットフォームのスタンダードを目指す。 

特長  中でも、The Connected World の競合優位性を発揮する存在が、コア

技術の VRun System だ。VRun System とは、制限のない自由移動、

ストレスのない長時間体験、ハイクオリティーなグラフィックスの実

現、そして大規模同時接続（1 つの Land で数千人規模）を可能としな

がら、VR に代表される没入型コンテンツにありがちな「VR 酔い」を

大幅に抑制することができる同社独自技術である。 

導入可能性、

メリット 

 専修学校の全ての分野の実習教育に導入可能性がある。 

 遠隔教育でも、VR 酔い等のストレスの負担を軽減して、長時間の実習

系授業にも活用することができる。 

使用する機器 VR ゴーグル 

参照 URL https://monoist.itmedia.co.jp/mn/articles/2205/30/news035.html 
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件名 「ブッダボット」と AR で対話 仏教とメタバース融合「テラバース」

京大など開発 

分野 全般 

機関 京都大学 熊谷誠慈准教授、株式会社テラバース 

公開日 2022/9/8 

概要  京都大学などによる研究チームは 9 月 7 日、仏教とメタバース技術を

融合させた仏教仮想世界「テラバース」の開発を始めたと発表した。

第一弾として、仏像型アバター「ブッダボット」を AR で召喚し、ブ

ッダと“対話”できるプラットフォーム「テラ・プラットフォーム AR 

Ver1.0」を開発した。 

特長  スマートフォンのカメラ機能を使い、仏像型の「ブッダボット」のア

バターを AR で目の前に“召喚”できる。ブッダボットに質問をする

と、仏教経典に基づいた回答が得られる。 

 ブッダボットは、最古の仏教経典「スッタニパータ」に加え、原始仏教

経典の 1 つ「ダンマパダ」の一部など合計 1000 のデータを機械学習

した。 

 今後は、サイバー空間上にアバター寺院を建立するなど、VR 技術を用

いた「テラ・プラットフォーム VR」も開発を進めていく計画。例えば

「親鸞アバター」、さまざまなアバターの作製も視野に入れる。 

導入可能性、

メリット 

 専修学校の全ての分野の実習教育に導入可能性がある。 

 アバターを活用することにより、特に医療分野の看護系の実習等でコ

ミュニケーションが必要とされる場面において、学習効果が期待でき

る。 

使用する機器 スマートフォン 

参照 URL https://www.itmedia.co.jp/news/articles/2209/08/news177.html 
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件名 NTT が VR で国際交流授業などの実証実験を開始！福岡県柳川高校 

分野 全般 

機関 NTT コミュニケーションズ株式会社、学校法人柳商学園柳川高等学校 

公開日 2022/10/24 

概要  学校法人柳商学園柳川高等学校と NTT コミュニケーションズ株式会

社が、2022 年 10 月 24 日（月）からメタバースを活用した実証実験を

行っている。 

 今回の実験では XR プラットフォームの DOOR を使用して、柳川高校

の校舎や教室をメタバース空間に再現し、メタバース上で国際交流授

業や国内向けのオープンキャンパスなどを行っていき、教育 ICT 分野

でのメタバースの活用効果についての検証が進められる。 

特長  今回の実験ではメタバース内に、 

①学校関係者と外部の方が自由に交流できる柳川高校校舎空間 

②学校の良さを発信したり、生徒と柳川高校関係者が交流したりできる

学校紹介空間 

③通常授業やタイとの国際交流授業で利用する日本の教室空間 

④日本との国際交流授業で利用するタイの教室空間 

⑤日本語や日本文化の魅力を全世界に発信する日本の魅力発信空間 

の 5 つの空間を構築することで、国や場所を問わずに参加者がアバタ

ーとなって集結し、イベントや授業などを行っていく。 

導入可能性、

メリット 

 文化・教養分野の特に外国語系の専修学校の教育に導入可能性がある。 

 アバターを活用することにより、日本と外国との物理的に遠い距離感

を意識することなく、学生同士もしくは学生と教員間でのコミュニケ

ーションの活性化が期待できる。 

使用する機器 VR ゴーグル 

参照 URL https://vrinside.jp/news/post-212316/ 
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件名 2D ドット絵“メタバース”をバーチャルオフィスに 学研「MetaLife」 

25 人まで無料 

分野 全般 

機関 株式会社学研ホールディングス 

公開日 2022/8/3 

概要  学研ホールディングスは、ドット絵で描かれた 2D ワールド上で、ユ

ーザー同士がコミュニケーションしたり、オンライン会議をしたりで

きる「MetaLife」を公開した。バーチャルオフィスやオンラインイベ

ント、塾などでの利用を想定。参加者 25 人までなら無料で利用でき

る。 

特長  なつかしの RPG のような 2D ドット絵の「メタバース空間」に、参加

者それぞれが、2D キャラのアバターで参加。オフィスや会議室、舞台、

学校の教室などさまざまなエリアを移動し、ビデオ通話やビデオ会議

で交流できる。 

 月額料金は、25 人まで（推奨は 18 人まで）の「スタンダード」は無

料。19～35 人のビジネス利用は 2 万 2000 円、36 人～300 人のエンタ

ープライズ利用は 4 万 4000 円。時間制の利用料金もある。 

導入可能性、

メリット 

 専修学校の全ての分野の実習教育に導入可能性がある。 

 アバターを活用することにより、特に医療分野の看護系の実習等をは

じめとして、学生間もしくは学生と教員間のコミュニケーションが必

要とされる場面において、比較的に低コストで学習効果が期待できる。 

使用する機器 PC 

参照 URL https://www.itmedia.co.jp/news/articles/2208/03/news090.html 
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件名 oVice って何？特徴やメリット・デメリット、活用事例を紹介 

分野 全般 

機関 oVice 株式会社 

2022/11/13 2022/11/13 

概要  oVice は一人当たり月額 110 円～という低コストで、メタバースオフ

ィス（バーチャルオフィス）が利用できる。 

 インターネット上の仮想空間（メタバース）で複数人とリアルタイム

で気軽に会話ができる、コミュニケーションツール。 

特長  oVice 内のアバターの周りには、それぞれの声の届く範囲が灰色の円

で表示される。その円が重なると、互いに話し合ったり相手の話を聞

いたりすることができるようになる。 

 オープンスペースで誰かに近づくとその人の声が大きく聞こえ、逆に

離れると声も小さくなっていく。 

 スピーカー機能を使えば全体にアナウンスもできるため、イベントに

も積極的に活用することができる。 

 oVice 自体も非常に軽く、しかも常に最適化が行われているため、低回

線のインターネットでも利用可能。おおよそ 3Mbps の速度で問題ない

とされている。 

導入可能性、

メリット 

 専修学校の全ての分野の実習教育に導入可能性がある。 

 アバターを活用することにより、学生間もしくは学生と教員間のコミ

ュニケーションが必要とされる場面において、コミュニケーション能

力の向上に係る学習効果が期待できる。 

使用する機器 PC 

参照 URL https://xrcloud.jp/blog/articles/business/2624/ 
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件名 専門学校 初！メタバース「Virbela」で目標達成スキルを身につける授

業を実施 

分野 全般 

機関 国際アート＆デザイン大学校 e スポーツビジネス科（現：e スポーツ

科） 

公開日 2022/10/4 

概要  NSG グループでは、同グループの学校における教育の ICT 化を進め

る Ed-Tech 推進室が、コンテンツのデジタル化や ICT を活用した効果

的な授業の在り方をグループの専門学校と進めている。その一環とし

て、A&D ならびにガイアリンクと協同して、「GAIA TOWN」を活用

した授業での学習効果や指導の有効性について検証をすすめていく予

定。 

特長  メタバース空間における授業が、学生の理解度、参加意識、積極性、集

中力、満足度において、教室での対面授業と比較し、どのような違い

や変化があるか、また、学生同士のコミュニケーションに関する有効

性はどの程度効果があるかについて検証を行う。 

 なお、同校では、今年 5 月 23 日にも、オンライン会議システム上で、

学生の顔を任意のキャラクターに変更することによる授業効果に関す

る実証授業を実施しており、今回が 2 回目の実施となる。2 回目の今

回は、学生自身がアバターとしてメタバース空間に入り授業を受ける

ことで、理解度や参加度に加え、授業を受けるまでの準備や授業内に

おける操作性や機能についても検証を行う。 

導入可能性、

メリット 

 専修学校の全ての分野の実習教育、特に文化・教養分野の芸術系の専

修学校の教育に導入可能性がある。 

 遠隔教育においても、対面教育と同等に学生同士や学生と教員のコミ

ュニケーションを図ることが期待できる。 

使用する機器 PC、VR ゴーグル 

参照 URL https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000912.000032951.html 
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件名 愛知・岐阜に 60 教室以上展開する学習塾の名大 SKY とサムライプラ

ン、次世代型プログラミング教材「ゲームクリエイターズコース」の提

供を開始 

分野 工業 

機関 株式会社名大 SKY、株式会社サムライプラン 

公開日 2022/9/6 

概要  株式会社名大 SKY(本社：愛知県尾張旭市渋川町２丁目 8−１０)と株式

会社サムライプラン(本社：大阪府大阪市東淀川区菅原 5-2-7)は、ゲー

ム制作を通じて、プログラミングによるモノづくりが学べる教材「ゲ

ームクリエイターズコース」を 2022 年 9 月より提供を開始。 

特長  授業は、ゲーム制作に精通した講師が 2D メタバース空間上の教室に

て実施。プログラミングの知識が無い、ソースコードを使用したプロ

グラミング授業をしたことがない学習塾・パソコン教室向けに、知識

ゼロでもプログラミング指導が出来るよう、授業を担当する講師は全

て 2D メタバース上の教室で指導する形式。その為、教材を導入した

学習塾・パソコン教室は学習環境を用意していただくだけで本格的な

ゲーム制作が出来るプログラミング教室を開講する事ができる。 

 令和 6 年度実施の大学入学共通テストより導入される出題教科「情報」

にも一部対応。web サイトを作成する為の html や、情報モラル・著作

権など情報の内容についても教材で学習を行う。学習した内容は web

上でチェックテストを行い、理解度を確かめる事ができる。 

導入可能性、

メリット 

 工業分野の特に情報処理系、情報工学系の専修学校の教育に導入可能

性がある。 

 プログラミングの特に初学者向けの実習授業に活用することで、効率

的な指導に繋げることができる。 

使用する機器 PC 

参照 URL https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000001.000107141.html 
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（2）DX 教材 

表 5-2 に、「遠隔授業の質向上・ICT 活用」における DX 教材に関する先端技術の開発動

向の一覧を示す。次頁以降に、各先端技術の活用事例の概要、特長等について示す。 

 

表 5-2 DX 教材に関する先端技術の活用事例の一覧 

No. 件名 機関 公開日 

1 小山高専、学生の出席状況を自動記録

して共有する DX アプリケーションサ

ービスを開発 

小山工業高等専門学校電

気電子創造工学科 干川

尚人准教授・物質工学科 

高屋朋彰准教授、株式会

社 MOOBON 

2022/9/5 

2 山口大学と AMATELUS、国内初とな

る臨床実習における「自由視点映像及

びマルチアングル映像等を用いた新た

な DX 教材開発」を実施 

AMATELUS 株式会社、

山口大学獣医学部 

2022/4/4 

3 学習データを可視化し、研修運営をア

シスト 人事・研修担当者のための研修

DX ツール「CodeCamp Insight」の提

供を開始 

コードキャンプ株式会社 2022/10/25 
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件名 小山高専、学生の出席状況を自動記録して共有する DX アプリケーショ

ンサービスを開発 

分野 全般 

機関 小山工業高等専門学校電気電子創造工学科 干川尚人准教授・物質工学科 

高屋朋彰准教授、株式会社 MOOBON 

公開日 2022/9/5 

概要  小山工業高等専門学校（栃木県小山市）と MOOBON は 2 日、学生の

出席状況の自動登録と情報共有を行う DX アプリケーションサービス

「OKPASS」を開発したと発表した。 

特長  同校電気電子創造工学科の干川尚人准教授、物質工学科の高屋朋彰准

教授と MOOBON 社の研究グループが開発したもので、学生は教室に

設置された受付端末に 2 次元バーコードを読み込ませることで出席を

報告できるほか、クラウドサービスサイトのマイページから欠席や遅

刻などのメッセージを学校へ連絡できる。これらの情報はリアルタイ

ムに DX 出席簿に反映され、学校の教職員間で共有される。 

 同サービスにより、教育機関における毎日の出欠席記録業務を完全自

動化し、教職員の業務を大幅に削減できるとともに、学生の登校中の

事故や事件などの早期発見や、蓄積したデータの分析に基づく学生に

対する出席指導やメンタルヘルスケアへの活用が期待される。 

導入可能性、

メリット 

 専修学校の全ての分野の遠隔教育全般に導入可能性がある。 

 学生の出欠確認等に係る教員の負担を軽減することにより、教員は学

生に対する教育指導により集中できるとともに、メンタルヘルスケア

への活用も期待できる。 

使用する機器 PC 

参照 URL https://ict-enews.net/2022/09/05oyama-ct/ 
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件名 山口大学と AMATELUS、国内初となる臨床実習における「自由視点映

像及びマルチアングル映像等を用いた新たな DX 教材開発」を実施 

分野 医療 

機関 AMATELUS 株式会社、山口大学獣医学部 

公開日 2022/4/4 

概要  AMATELUS 株式会社（本社：東京都渋谷区、代表取締役：下城 伸也、

以下 AMATELUS）は、国立大学法人山口大学（本部：山口県山口市、

学長：谷澤 幸生、以下「山口大学」という。）と共同で、新型コロナウ

イルス感染症拡大の影響により、これまで対面が当たり前だった教育

から、DX（デジタルトランスフォーメーション）を迅速かつ強力に推

進させ、ニューノーマル時代に適した教育手法を確立すべく、動作を

多角的かつ立体的に視聴可能な「自由視点映像及びマルチアングル映

像」でのデジタルコンテンツ開発を実施。 

特長  AMATELUS が開発・提供する、複数台のカメラ(台数無制限)で撮影さ

れた映像(自由視点映像、マルチアングル映像)を、視聴者がスワイプす

る事で Web 上やアプリ内で自由に視点をスイッチングしながら視聴

できる配信システムであり、国際特許として取得済みの技術。 

 SwipeVideo（スワイプビデオ）は、これまで映像処理負荷や配信負荷

の高さからブラウザ上での配信や再生は難しいとされてきた自由視点

映像をクラウド配信出来る世界初の独自技術。 

 また WEB の技術（HTML5）だけで動作するのでアプリが不要なう

え、視聴者がストレスなく任意のタイミングで再生中（スロー中、ズ

ーム中、停止中も可能）の映像を切り替える事を可能にし、画面をス

ワイプするだけで映像の視点を自由に切り替えて視聴することができ

る。 

導入可能性、

メリット 

 専修学校の全ての分野の実習系授業に係る遠隔教育全般に導入可能性

がある。 

 DX 教材を学生が繰り返し視聴することにより、効率的な学習効果の

定着・向上が期待できる。 

使用する機器 スマートフォン 

参照 URL https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000057.000028108.html 
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件名 学習データを可視化し、研修運営をアシスト 人事・研修担当者のための

研修 DX ツール「CodeCamp Insight」の提供を開始 

分野 全般 

機関 コードキャンプ株式会社 

公開日 2022/10/25 

概要  IT エンジニアやデジタル人材育成のための教育研修サービス

「CodeCamp」を提供するコードキャンプ株式会社（本社：東京都品

川区、代表取締役 CEO：堀内 亮平）は、提供する企業向け研修（URL：

https://codecamp.jp/business）において、研修参加者の学習進捗をリ

アルタイムで収集し分析する研修 DX ツール「CodeCamp Insight」の

提供を 2022 年 10 月 3 日から開始。 

特長  コードキャンプが提供する企業向け研修において、研修参加者の学習

状況をリアルタイムに収集し、分析する「CodeCamp Insight」をリリ

ース。これにより、企業の研修担当者は Web で提供される管理画面か

ら、研修の全体進捗や参加者 1 人 1 人の学習進捗の詳細を確認するこ

とができる。また、学習遅延者の早期発見や研修終了時のサマリーレ

ポートなど、人事担当者の研修運営業務を支援。 

導入可能性、

メリット 

 専修学校の全ての分野の遠隔教育全般に導入可能性がある。 

 学生の学習進捗等の把握に係る教員の負担を軽減することにより、教

員は学生に対してより効率的に指導を行うことができる。また、学習

遅延者の早期発見により、学生全般の教育の底上げが期待できる。 

使用する機器 PC 

参照 URL https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000017.000096312.html 
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（3）XR（VR/AR/MR） 

表 5-3 に、「遠隔授業の質向上・ICT 活用」における XR（VR/AR/MR）に関する先端技

術の開発動向の一覧を示す。次頁以降に、各先端技術の活用事例の概要、特長等について示

す。 

 

表 5-3 XR（VR/AR/MR）に関する先端技術の活用事例の一覧 

No. 件名 機関 公開日 

1 ナップ溶接トレーニングに統計データ

をもとにした「技量の点数化」機能を追

加 

イマクリエイト株式会

社、株式会社コベルコ E

＆M 

2022/6/17 

2 バーチャル空間上で医療現場で必要な

手技を学習 イマクリエイトと新潟大

学が開発 

イマクリエイト株式会

社、新潟大学医学部医学

科 

2022/6/15 

3 VR で「ロール機への巻き込まれ」を疑

似体験、安全教育コンテンツ拡充 

株式会社明電舎、明電シ

ステムソリューション株

式会社、中央労働災害防

止協会 

2022/5/20 

4 名古屋医専の体験入学にて『VR イベン

ト』実施～VR を活用して医療現場を体

感しながら学ぼう！～ 

専門学校名古屋医専 2022/7/21 

5 ビーライズ、医師が自由に患者症例を

作成できる救命救急 VR シミュレータ

ー「EVR」を販売開始 

株式会社ビーライズ 2022/7/25 

6 VR 外 科 ト レ ー ニ ン グ の

FundamentalVRが2,000万ドル調達、

「医療×VR」の存在感鮮明に 

FundamentalVR 2022/8/15 

7 VR で 74 歳男性に「なって」みる――

テクノロジーが広げる高齢者医療の世

界 

Embodied Labs 2016/8/21 

8 クラーク記念国際高等学校が、バーチ

ャル理科実験プラットフォーム

「Labster」を国内初導入 

学校法人創志学園 クラ

ーク記念国際高等学校 

2020/3/2 

9 VR システムで認知症を疑似体験 関

学大・井村教授ら開発 

関西学院大学理工学部人

間システム工学科 井村

研究室 

2021/10/14 

10 BA 東京、タイプ別美容師 10 人の VR 東京都美容生活衛生同業 2022/9/28 
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動画を全国の美容学校・高校に無料配

布 

組合 

11 北海道電力が火力発電所で MR 活用、

安定運転に寄与 

北海道電力株式会社 2022/7/29 

12 【看護教育×VR】『学研メディカル秀

潤社』より看護の教育現場における新

たな体験型教材【VR 精神科看護】が誕

生！ 

株式会社学研メディカル

秀潤社 

2022/9/15 
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件名 ナップ溶接トレーニングに統計データをもとにした「技量の点数化」機

能を追加 

分野 工業 

機関 イマクリエイト株式会社、株式会社コベルコ E＆M 

公開日 2022/6/17 

概要  現実における溶接の技術習得の難しさを解決するため、VR を活用し

た溶接のバーチャルトレーニングコンテンツ。ベテラン溶接工のカラ

ダの動きそのものをデータ化しシェア、バーチャル空間上に 3D モデ

ルとして目の前に可視表示することで、若手溶接工が現実よりも簡単

に溶接技術を習得できるようになる。バーチャルトレーニングである

ため、時間や場所を問わないほか、溶接時の強い光を消すことや、若

手溶接工の動きをベテラン溶接工が追って確認できるように可視化す

るなど、現実では不可能だったトレーニングも可能。 

特長  「アーク長」「スピード」「ビードの向き」の 3 つに関して、ベテラン

溶接工と若手溶接工の動きデータの統計をもとに、総合点とあわせて

100 点満点で採点をする機能である。 

 ベテラン溶接工でも簡単には 100 点を取ることができない厳密な採点

になっているため、プレイヤーはより正確に自身の技量を量ることが

できる。 

 100 点を目指して繰り返し練習をすれば、現実でも溶接技術の上達が

見込める。 

導入可能性、

メリット 

 工業分野の特に自動車整備等の実習教育に導入可能性がある。 

 実際には経験できない危険を伴う現場作業を繰り返し体験できるた

め、安全教育に関する事前・事後学習に活用でき、安全意識の醸成に

繋がる。 

使用する機器 VR ゴーグル 

参照 URL https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000046.000034298.html 
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件名 バーチャル空間上で医療現場で必要な手技を学習 イマクリエイトと新

潟大学が開発 

分野 医療 

機関 イマクリエイト株式会社、新潟大学医学部医学科 

公開日 2022/6/15 

概要  医療現場で必要な手技のうち代表的な 7 つ(※)を、実際の医療現場に

おける実習のように自らの身体を使って一連の動作を体験しながら学

習できるバーチャル空間。動画やテキストのような見て学習するタイ

プのコンテンツではなく、バーチャル空間上の患者に対して同じくバ

ーチャル空間上にある医療器具を使って学習を進めていくという、実

際の実習に近い体験を得られるようにしたコンテンツ。 

※腹部視診、腹部聴診、腹部打診、心電図測定、血液ガス検査、下腿浮

腫の検査、血圧測定 

特長  コントローラーを使用せず自分の手を認識させて学習を進めるため、

実際の診療に近い体験が得られる。患者のズボンを下げる動作や聴診

器から聴こえる音なども、実際の診療を忠実に再現しているポイント。 

 また、バーチャル空間内にはガイドが表示されるので、指導者が横に

付き添うことなく繰り返し自習することが可能であるという点は、現

実の実習にはないメリット。 

導入可能性、

メリット 

 医療分野の実習教育に導入可能性がある。 

 医療・看護に関わる高額な設備が必要な実習や、現場の再現が困難な

実習を代替するとともに、繰り返し学習も可能なため、事前・事後学

習に活用できる。 

使用する機器 VR ゴーグル 

参照 URL https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000045.000034298.html 
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件名 VR で「ロール機への巻き込まれ」を疑似体験、安全教育コンテンツ拡充 

分野 工業 

機関 株式会社明電舎、明電システムソリューション株式会社、中央労働災害

防止協会 

公開日 2022/5/20 

概要  明電舎と子会社の明電システムソリューション（静岡県沼津市、以下

MSS）、中央労働災害防止協会（以下、中災防）の 3 者は共同で、労働

災害を仮想現実（VR）で疑似体験できる教育システム「VR 安全体感

教育」のコンテンツを拡充する。新たに「ロール機への巻き込まれ」に

関するコンテンツを開発し、2022 年 5 月 25 日から提供する予定。 

特長  VR 安全体感教育は、受講者が装着したヘッドマウントディスプレー

（HMD）に Wi-Fi 経由で VR コンテンツを映し出し、労働災害を疑似

体験するシステム。3 軸シミュレーターを併用すれば、VR 画像と連動

した傾きや揺れ、衝撃を体感できる。 

 新たに追加する「ロール機への巻き込まれ」コンテンツは、誤った作

業方法によって発生する危険な状況を VR で再現するもの。 

 受講者は、労働災害を安全に疑似体験しながら危険の臨場感を記憶し、

事故に対する感受性を高められるという。 

導入可能性、

メリット 

 工業分野の実習教育に導入可能性がある。 

 実際には経験できない危険を伴う労働災害を繰り返し体験できるた

め、防災・安全教育に関する事前・事後学習に活用でき、安全意識の醸

成に繋がる。 

使用する機器 VR ゴーグル 

参照 URL https://xtech.nikkei.com/atcl/nxt/news/18/12880/ 
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件名 名古屋医専の体験入学にて『VR イベント』実施～VR を活用して医療現

場を体感しながら学ぼう！～ 

分野 医療 

機関 専門学校名古屋医専 

公開日 2022/7/21 

概要  医療・福祉・リハビリ業界の各分野で活躍する医療人を育成する専門

学校 名古屋医専は、2022 年 4 月より医療福祉向け VR（仮想現実）コ

ンテンツを開発するメディカルテクノロジーカンパニー株式会社ジョ

リーグッドとの教育提携を結び、医療福祉向けクラウド型 VR プラッ

トフォーム『JOLLYGOOD+（ジョリーグッドプラス）』を導入。 

特長  VR を活用することで、自分が目指す職種の視点だけではなく、医師や

コ・メディカルスタッフの目線を、360 度の視野で体験することがで

きる。医療現場での全体の動きを把握することで、チーム医療への理

解や臨床判断能力を高めることが狙い。 

 体験入学では、参加者に VR ゴーグルを装着してもらい、ICU（集中

治療室）の現場を体感してもらう。教官は大型ＴＶに同じ内容を映し

ながら、参加者へ解説をしていく。 

 授業では高度臨床工学学科・救急救命学科で VR コンテンツの運用が

始まっており、カテーテル挿入や心肺停止の蘇生措置、ICU における

COVID-19 重症患者の対応などのコンテンツを体験することで、学習

内容と臨床現場とのつながりを認識できるよう取り組んでいる。 

導入可能性、

メリット 

 医療分野および教育・社会福祉分野の特に介護福祉系の実習教育に導

入可能性がある。 

 医療・看護・福祉に関わる現場の再現が困難な実習を代替するととも

に、関係者間の相互のコミュニケーションを図りながら繰り返し学習

も可能なため、事前・事後学習に活用できる。 

使用する機器 VR ゴーグル 

参照 URL https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000447.000011137.html 
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件名 ビーライズ、医師が自由に患者症例を作成できる救命救急 VR シミュレ

ーター「EVR」を販売開始 

分野 医療 

機関 株式会社ビーライズ 

公開日 2022/7/25 

概要  株式会社ビーライズ（略称：ビーライズ、本社：広島市、代表取締役：

波多間 俊之）は、救急医療の VR シミュレーター「EVR」を開発し、

2022 年 8 月 1 日より大学および病院への販売を開始。 

特長  EVR は救急医療対応の実践的な研修を VR 空間内で体験できる VR シ

ミュレーター。症例入れ替え機能や診察ログ機能など、VR ならではの

学習システムを組み込むことで、本番に近い環境で実践経験を積むこ

とができるようになった。 

 触診、視診、打診などの身体所見の確認や、聴診器やエコーなどの器

具使用、心電図や画像検査、検体検査まで幅広い診察・検査内容をシ

ミュレート可能にしている。 

 シミュレート中に表示されるテキスト・画像・動画・音声データは入

れ替え可能であり、研修したい内容に合わせて症例を自由に変えられ

るようになっている。 

 体験者の診察・検査手順はテキストログおよび動画データとして保存

可能で、プレイ後にログデータとして確認することが可能。 

導入可能性、

メリット 

 医療分野の実習教育に導入可能性がある。 

 医療に関わる高額な設備が必要な実習や、現場の再現が困難な実習を

代替できる。繰り返し学習も可能で事前・事後学習に活用できる。 

使用する機器 VR ゴーグル 

参照 URL https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000031.000034037.html 
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件名 VR 外科トレーニングの FundamentalVR が 2,000 万ドル調達、「医療

×VR」の存在感鮮明に 

分野 医療 

機関 FundamentalVR 

公開日 2022/8/15 

概要  8/11、イギリスの FundamentalVR は 2,000 万ドルの資金調達を実施

しました。同社は VR と触覚フィードバック技術を組み合わせ、高精

度の医療トレーニングを提供する企業である。今回調達した資金は、

機械学習技術への投資や、米国での事業拡大を推進するために使用さ

れる予定。 

特長  FundamentalVR は、医療機関が「専門的に認定された外科手術のト

レーニング」を、低コストで医療従事者や研修生に提供することを目

標としている。 

 同社の CEO Richard Vincent 氏は調達に際し、「私たちのプラットフ

ォームは一通りの施術手順を VR 上で実施することができ、外科的ス

キルの伝達を簡単にする。 

 「没入型環境はマルチユーザー対応かつ低コストで、拡張性があり、

外科手術スキルの習得に変革を起こす。国境にとらわれない医療教育

環境を構築するというビジョンをスケールアップできることに興奮し

ている」とコメント。 

導入可能性、

メリット 

 医療分野の実習教育に導入可能性がある。 

 医療全般に関わる高額な設備が必要な実習や、現場の再現が困難な実

習を代替することで、遠隔教育においても対面教育と同等に効率的な

実習教育が可能。 

使用する機器 VR ゴーグル 

参照 URL https://www.moguravr.com/fundamentalvr-funding-2/ 
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件名 VR で 74 歳男性に「なって」みる――テクノロジーが広げる高齢者医療

の世界 

分野 医療、教育・社会福祉 

機関 Embodied Labs 

公開日 2016/8/21 

概要  医者にかかったとき、特に歳をとってからの病気は若いときより症状

が複雑化する上、心理的、社会的にも特有な問題をはらむといわれて

いる。限られた診察時間内で、孫ほどの年齢の医者に、病状に加えて

それを取り巻く問題までを把握してもらうのは難しい。 

 米国シカゴ州の Embodied Labs（エンボディード・ラブス）は、こう

した年配の患者と医者のギャップを埋めようと「We Are Alfred（ウィ・

アー・アルフレッド）」を生み出した。 

特長  「ウィ・アー・アルフレッド」では、アルフレッドという名の 74 歳の

男性の世界を、主観的に垣間見ることができる。 

 すなわち、老人に変身するということ。これを可能にしたのは「VR」

の技術。リープモーション・デバイスが組み込まれたオキュラスリフ

ト DK2 を用い、ユーザーには周囲 360 度の VR を提供、そこで自ら

の手を動かすこともできるようになっている。 

導入可能性、

メリット 

 医療分野および教育・社会福祉分野の特に介護福祉系の実習教育に導

入可能性がある。 

 医者と患者、高齢のサービス利用者間のコミュニケーションの向上を

図ることにより、実習教育をより効果的に実施できる。 

使用する機器 VR ゴーグル 

参照 URL https://www.itmedia.co.jp/pcuser/articles/1608/21/news002.html 
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件名 クラーク記念国際高等学校が、バーチャル理科実験プラットフォーム

「Labster」を国内初導入 

分野 工業 

機関 学校法人創志学園 クラーク記念国際高等学校 

公開日 2020/3/2 

概要  クラーク記念国際高等学校は、教育スタートアップ大国デンマークの

企業 Labster 社が開発した VR を活用したバーチャル理科実験プラッ

トフォーム「Labster（ラブスター）」を、国内で初めて導入した。 

 導入にあたり、日本エリアにおける販売パートナーである dragonfruit

株式会社（東京都渋谷区 代表取締役 CEO：本城直季）の協力を得て

いる。 

特長  教育スタートアップ大国デンマークの企業 Labster 社が開発した VR

を活用したバーチャル理科実験プラットフォームである。 

 生徒は、普段の対面授業では体験できない最新の研究設備を使った細

胞生物学や分子生物学などの理科実験を、VR を使って体験すること

ができる。 

導入可能性、

メリット 

 工業分野の特に化学系を中心とした実習教育に導入可能性がある。 

 高額な最新の研究設備を使った実習授業を VR で疑似的に体験するこ

とができ、教育効果の向上が期待できる。 

使用する機器 VR ゴーグル 

参照 URL https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000019.000040238.html 
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件名 VR システムで認知症を疑似体験 関学大・井村教授ら開発 

分野 医療、教育・社会福祉 

機関 関西学院大学理工学部人間システム工学科 井村研究室 

公開日 2021/10/14 

概要  関西学院大学工学部（兵庫県三田市）の井村誠孝教授（47）＝知能・

機械工学課程＝らが、仮想現実（VR）を活用して認知症を体験しても

らうシステムを開発した。アルツハイマー型認知症に多くみられる記

憶障害を再現しており、病気に対する理解促進を目指す。 

特長  開発には三田市社会福祉協議会が協力し、当事者や介護者の声を反映

させた。仮想空間のシステムは、関学大大学院理工学研究科修了の上

田悠人さんが構築した。これまで、神戸市北区の介護老人保健施設で

職員向けの研修に活用されたほか、イベントで来場者に体験してもら

った。 

 ヘッドマウントディスプレーやコントローラーは人の体と接触するた

め、新型コロナウイルス禍で研究が制限されてきたが、今後は同社協

の協力も得ながら内容を充実させていく予定。 

 「視界がゆがむ」「自分がどこにいるのか分からない」といった認知症

の他の症状の体験も検討するという 

導入可能性、

メリット 

 医療分野および教育・社会福祉分野の特に介護福祉系の実習教育に導

入可能性がある。 

 医療・看護に関わる高額な設備が必要な実習や、現場の再現が困難な

実習を代替し、遠隔教育でも対面教育と同等の教育効果が期待できる。 

使用する機器 VR ゴーグル 

参照 URL https://www.kobe-np.co.jp/news/sanda/202110/0014758307.shtml 
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件名 BA 東京、タイプ別美容師 10 人の VR 動画を全国の美容学校・高校に無

料配布 

分野 衛生 

機関 東京都美容生活衛生同業組合 

公開日 2022/9/28 

概要  東京都美容生活衛生同業組合（BA 東京）は 27 日、タイプ別美容師 10

人の仕事 VR 動画を、全国の美容学校・高校 100 校以上に無料で配布

すると発表。 

 この VR 動画は、東京しごと財団からの委託事業、「業界別人材確保支

援事業コース別支援」の一環として、BA 東京の協力のもと、美容業界

の教育革新を推進する「スリー」が制作。 

特長  今回制作した VR 動画では、VR ならではの没入性や視点自由度の高さ

で、タイプ別の 10 人の美容師の仕事を、実際にサロン見学に赴いたか

のようなリアリティをもって体験することができる。 

 具体的には、美容師が憧れるスタイリスト、アシスタント、フリーラ

ンス、ママ美容師、アイリストなど、10 人の異なるサロンワークを動

画で体験できる。 

 360 度カメラ撮影による全方向に視野を向けられる映像で、一般的な

美容師密着動画やサロン見学動画などよりも、没入感をもって視聴で

きる。 

導入可能性、

メリット 

 衛生分野の特に美容系の実習教育に導入可能性がある。 

 美容分野の熟練者の作業を未熟者が追体験することが可能なため、美

容系の実習授業に活用するとともに、人材育成を効率的に進めること

ができる。 

使用する機器 VR ゴーグル 

参照 URL https://ict-enews.net/2022/09/28beauty-city/ 
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件名 北海道電力が火力発電所で MR 活用、安定運転に寄与 

分野 工業 

機関 北海道電力株式会社 

公開日 2022/7/29 

概要  2022 年 7 月、北海道電力株式会社は、MR（Mixed Reality/複合現実）

を活用した巡視点検業務用のアプリケーションを開発し、国内初とな

る火力発電所での使用を開始した。MR 活用による技術継承の効率化

および技術レベルの標準化により、設備の異常兆候を早期検知、発電

所の安定運転につなげる。 

特長  今回は効率化のために巡視ルートや点検内容を明確にし、標準化・可

視化できる巡視点検アプリケーションを開発。MR デバイスに表示さ

れた順路に沿って移動すると、現在地に対応した作業指示や参考資料

が空間上に表示される。 

 これにより、作業員は正確かつ迅速に巡視点検ができる。 

 巡視点検アプリケーションでは MR デバイス「HoloLens 2」をベース

としたヘルメット一体型デバイス「Trimble XR10」や、マイクロソフ

トのソリューションである「Azure Spatial Anchors」などを活用して

いる。 

導入可能性、

メリット 

 工業分野の特に設備点検等に係る現場作業の実習教育に導入可能性が

ある。 

 現場作業における熟練者の行動を未熟者が追体験することが可能なた

め、設備点検等の作業に関する実習教育に活用するとともに、人材育

成を効率的に進められるメリットもある。 

使用する機器 スマートフォン 

参照 URL https://www.moguravr.com/hokkaido-electric-power-mr-utilization/ 
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件名 【看護教育×VR】『学研メディカル秀潤社』より看護の教育現場におけ

る新たな体験型教材【VR 精神科看護】が誕生！ 

分野 医療 

機関 株式会社学研メディカル秀潤社 

公開日 2022/9/15 

概要  株式会社学研ホールディングス（東京・品川／代表取締役社長：宮原

博昭）のグループ会社、株式会社学研メディカル秀潤社（東京・品川／

代表取締役社長：小袋朋子）は、看護教育現場での ICT 活用に幅広く

対応できる「VR 精神科看護」の販売を 2022 年 8 月より開始した。 

特長  看護師視点の動画に加え、患者視点の動画を体験することにより「『患

者が見ている・感じている世界』がどのようなものであるか」といっ

た観点などから病態の理解がさらに深まる。 

 上下左右見渡して視聴でき、360 度どこからでも精神科看護が学べる

のも、VR だからこそ可能。従来の実習では経験できない環境も再現し

ている。 

 スマートフォンで手軽に VR 動画を視聴でき、教室での授業から、オ

ンライン授業、学生の自習など、看護基礎教育での ICT 活用に幅広く

対応している。 

導入可能性、

メリット 

 医療分野の特に看護系の実習教育に導入可能性がある。 

 医療・看護に関わる高額な設備が必要な実習や、現場の再現が困難な

実習を代替するとともに、繰り返し学習も可能なため、事前・事後学

習に活用できる。 

使用する機器 VR ゴーグル、スマートフォン 

参照 URL https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000004384.000002535.html 
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5.1.2. AI×教育 

表 5-4 に、「AI×教育」に関する先端技術の開発動向の一覧を示す。次頁以降に、各先端

技術の活用事例の概要、特長等について示す。 

 

表 5-4 「AI×教育」に関する先端技術の活用事例の一覧 

No. 件名 機関 公開日 

1 AI が最適なタイミングで自動出題す

る「AI 問題復習」をリリース！問題ご

との理解度をもとに復習日を自動的に

スケジューリング 

KIYO ラーニング株式会

社 

2022/7/27 

2 自身の苦手分野が可視化できる！と大

好評の AI 実力スコア DX 推進下で注

目される「応用情報技術者講座」にも導

入！ 

KIYO ラーニング株式会

社 

2022/9/6 

3 スマホで撮るだけ！AI によるマーカ

ーレス動作分析アプリ『 SPLYZA 

Motion』β 版をリリース 

株式会社 SPLYZA 2022/9/27 

4 AI カメラのアースアイズから工場内

でのヒヤリハット・マニュアル違反行

動・火災を検出する新システム（ee 

Digital Twin）クイック診断のサービ

ス開始 

アースアイズ株式会社 2022/11/7 
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件名 AI が最適なタイミングで自動出題する「AI 問題復習」をリリース！問

題ごとの理解度をもとに復習日を自動的にスケジューリング 

分野 全般 

機関 KIYO ラーニング株式会社 

公開日 2022/7/27 

概要  オンライン資格取得講座「STUDYing(スタディング)」を提供する

KIYO ラーニング株式会社（東京都千代田区、代表取締役社長:綾部貴

淑）は、 7 月 27 日より「AI 問題復習」機能*の提供を資格・検定試験

対策向けの 29 講座*にて一斉に開始した。AI 問題復習機能は、AI（機

械学習）を使い、受講者一人ひとりにとって「最適なタイミング」で復

習問題を毎日自動的に出題する機能。（特許出願中） 

特長  AI 問題復習では、受講者ごと、問題ごとに「理解度」という数値を持

つ。受講者が問題を正解するたびに理解度が増え、理解度が大きくな

るにつれ、次回の出題までの間隔が長くなり、問題を間違えると、理

解度が減り、次回の出題までの間隔が短くなる。 

 このように理解度が低い問題、間違った問題は、短い間隔で出題され

復習を繰り返すこととなり、苦手な問題でも覚えることができる。 

 問題ごとに調整された復習日にしたがって、その日解くべき問題を出

題する。 

導入可能性、

メリット 

 専修学校の全ての分野の遠隔教育全般に導入可能性がある。 

 学生が正規の授業時間以外にも、自身の都合に合わせて繰り返し学習

することにより知識・理解度の効率的な定着、学習効果の向上が期待

できる。 

使用する機器 スマートフォン、PC 

参照 URL https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000166.000025499.html 
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件名 自身の苦手分野が可視化できる！と大好評の AI 実力スコア DX 推進下

で注目される「応用情報技術者講座」にも導入！ 

分野 全般 

機関 KIYO ラーニング株式会社 

公開日 2022/9/6 

概要  オンライン資格取得講座「STUDYing(スタディング)」を提供する

KIYO ラーニング株式会社（東京都千代田区、代表取締役社長:綾部貴

淑）は、「AI 実力スコア」機能*の提供を応用情報技術者講座で開始。 

特長  「AI 実力スコア」機能は、AI（機械学習）を活用して、個人の学習デ

ータから現在の実力をリアルタイムで確認できる機能。 

 AI 実力スコアでは、スタディングに蓄積されている膨大な学習履歴デ

ータや問題・模擬試験等の得点データを AI が分析し「あなたが今、試

験を受けたとしたら何点取れるのか？」を AI を使って予測。 

 これにより日々学習を進める中で、現在の科目別・単元別の実力をリ

アルタイムで把握することができる。「あと何点取れば合格ラインに届

くのか」「どこが苦手な単元なのか」などが分かることにより、効率的

な試験対策をすることが可能となる。 

導入可能性、

メリット 

 工業分野の特に情報処理系、情報工学系の専修学校の教育をはじめと

して、専修学校の全ての分野に導入可能性がある。 

 国家資格の試験勉強の際に、繰り返し学習に活用することで知識・理

解度の定着の助けとなる。 

使用する機器 スマートフォン、PC 

参照 URL https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000167.000025499.html 
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件名 スマホで撮るだけ！AI によるマーカーレス動作分析アプリ『SPLYZA 

Motion』β 版をリリース 

分野 文化・教養 

機関 株式会社 SPLYZA 

公開日 2022/9/27 

概要  アプリケーション開発を通してスポーツ×教育の支援を行う株式会社

SPLYZA（所在地：静岡県浜松市、代表取締役：土井 寛之）は、AI に

よるマーカーレスで動作分析が出来る「SPLYZA Motion」のベータ版

をリリースした。 

特長  SPLYZA Motion は「スポーツ現場で素早く動作分析を行いたい」「中

高生でも手軽にスポーツサイエンスに取り組みたい」という要望から

生まれたアプリケーション。 

 iPhone や iPad で撮影するだけで、AI によりマーカーレスで動作分析

ができる。 

 体の各部位の角度／角速度、速度／加速度、特定の位置からの距離な

どが簡単に測定可能、さらにオフラインで動作するため、実際の競技

や練習中に利用することが出来る。 

導入可能性、

メリット 

 工業分野の特にスポーツ IT 系、医療分野および教育・社会福祉分野の

特に介護福祉系の専修学校の実習教育に導入可能性がある。 

 動作分析を効率的に行えることで、学生に対する教育の実習指導のさ

まざまな場面において効果的に活用できる。 

使用する機器 スマートフォン 

参照 URL https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000018.000012922.html 
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件名 AI カメラのアースアイズから工場内でのヒヤリハット・マニュアル違反

行動・火災を検出する新システム（ee Digital Twin）クイック診断のサ

ービス開始 

分野 全般 

機関 アースアイズ株式会社 

公開日 2022/11/7 

概要  AI 搭載のカメラで実績を持つアースアイズ株式会社（本社：東京都港

区、代表：山内三郎）は、既存の IP カメラにアースアイズ社開発の AI 

BOX「Server lite」を繋げるだけで、工場等におけるヒヤリハット事

例や不測の火災、人動線の障害物、消防法に関わる閉鎖障害物などを

検知し、即座に通知するシステムの提供を開始。 

特長  工場内に既に設置されているカメラを活用してヒヤリハット事例が発

見できるかの調査を簡易に行うことができる。 

 現実世界のデータをデジタル空間で再現する「デジタルツイン技術」

により、既存カメラでも「事故が起きたような映像」で確認すること

ができる。 

導入可能性、

メリット 

 工業分野、農業分野、医療分野、衛生分野をはじめ専修学校の実習教

育全般に導入可能性がある。 

 実際には経験できない危険を伴う現場作業を繰り返し体験できるた

め、安全教育に関する事前・事後学習に活用でき、安全意識の醸成に

繋がる。 

使用する機器 カメラ、スマートフォン 

参照 URL https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000029.000043451.html 
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5.2. ヒアリング調査 

5.2.1. ヒアリング調査の概要 

表 5-5 に、ヒアリング調査の概要を示す。 

 

表 5-5 ヒアリング調査の概要 

対象 日時 ヒアリング内容 

九州大学 

附属図書館付設教

材開発センター 

教授 

岡田 義広 様 

2022 年 8 月 4 日（木） 

15:00～16:15 

・遠隔授業の状況 

・開発体制 

・機材・通信環境 

・開発・運用のコスト 

・教育効果の検証 

・その他 

名古屋大学大学院 

情報学研究科  教

授 

森 健策 様 

2022年 10月 27日（木） 

11:30～12:30 

・遠隔授業の状況 

・開発体制 

・機材・通信環境 

・開発・運用のコスト 

・教育効果の検証 

・その他 

金沢工業大学 

工学部ロボティク

ス学科 教授 

鈴木 亮一 様 

2022 年 11 月 8 日（火） 

16:00～17:15 

・遠隔授業の状況 

・開発体制 

・機材・通信環境 

・開発・運用のコスト 

・教育効果の検証 

・その他 
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5.2.2. ヒアリング調査結果（九州大学） 

九州大学 附属図書館付設教材開発センター 教授 岡田義広様へのヒアリング調査結果

について、以下に示す。 

 

(1) 遠隔授業の状況 

 コロナ禍以前より、学習管理システムに Moodle を導入し、オンデマンドのビデオ

教材を活用している。 

 学生がいつでも、どこでも、自律的に学習できる環境を整備することが目的である。 

 

(2) 開発体制 

 学内の教職員と学生の協力で全て内製しており、外注はなし。学生は研究活動の一

環として参画している。 

 開発言語は JavaScript 等を使用しており、スクリプト言語を学んだ学生であ

れば開発が十分に可能。 

 外注した場合、教員や学生の要望に対して仕様変更が困難。 

 対話型電子教材の作成には高度なスキルが必要、学内にビデオ撮影・編集、広報、

デザインの専任スタッフが揃う。 

 教員と学生向けに、 IT リテラシー教育、電子教材の説明・機材取り扱いの講習会、

著作権講習会を随時行っている。 

 

(3) 機材・通信環境 

 VR ゴーグル等は文科省予算で購入して、各キャンパスに 50 台ずつ揃えている。

PC、スマホ、タブレットで視聴可能であり、専用端末は不要である。 

 学内無線 LAN、Wi-Fi 環境は充実しており、今のところ通信環境の問題はなし。 

 

(4) 開発・運用のコスト 

 モデル開発、保守運用は、全て国のプロジェクト、補助金等で賄う。令和 2 年度は

3 億円の予算を獲得した。(*1) 

 継続的な予算は無く、毎年“綱渡り”の状況とのこと。 

 

(5) 教育効果の検証 

 医学系学生を対象に、出席率や成績変化等の数値量を用いて定量的評価を実施。(*2) 

 学生への不公平感が出ないように、前期・後期で電子教材コンテンツの有無を

入れ替え、試験を行った。 

 対面授業と遠隔授業で教育効果はほぼ同等の結果となった。 
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(*1) 文部科学省「デジタルを活用した大学・高専教育高度化プラン」 

https://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/sankangaku/1413155_00003.htm 

(*2) 九州大学「病院地区における 3D 教材の開発および開発・提供体制の構築」 

https://www.icer.kyushu-u.ac.jp/pandp_contents 

 

 

5.2.3. ヒアリング調査結果（名古屋大学） 

名古屋大学大学院 情報学研究科 教授 森 健策様へのヒアリング調査結果について、以

下に示す。 

 

(1) 遠隔授業の状況 

 2020 年 4 月以降、遠隔授業を本格的に開始。初期の Zoom から最近では Microsoft 

Teams に移行した。 

 コロナ禍以前より、講義資料の配付、課題提出、試験の実施に学習管理システム

Sakai を導入、コロナ禍で利活用が促進された。 

 通学が困難な学生に配慮して、対面とオンラインのハイブリッド形式の授業が行わ

れている。 

 研究活動の一環として、VR アバターを利用した授業を行っている先生もいる。 

 

(2) 開発体制 

 学習管理システム Sakai（オープンソース）のカスタマイズは、学内の情報基盤セ

ンターの専門スタッフが実施しており、完全に内製化している。 

 教員がそれぞれ自分たちの授業のコンテンツを作成している。 

 文科省事業(*1)による遠隔授業モデル開発を実施中(2020～2024)。VR を活用した授

業は今のところほとんど行われていない。 

 

(3) 機材・通信環境 

 学生は入学時に購入したノート PC（必須）で授業を受講している。 

 学内無線 LAN を学内の予算により整備。キャンパス内で約 2500 のアクセスポイン

トを運用、かなり充実している。 

 

(4) 開発・運用のコスト 

 学習管理システムの運用は、学内の専門スタッフで対応。機器の初期導入、保守運

用、人件費にコストがかかっている。 

 

(5) 教育効果の検証 
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 効果検証の定量的な評価事例は見当たらない。国立情報学研究所（NII）「教育機関

DX シンポ」(*2)の委員の間で議論の最中である。 

 異なる学年同士で比較する場合には、学年ごとの学生のばらつきの影響の排除が困

難。長期的なスパンで定点観測しながら効果測定できるとよい。 

 資格試験の合格率や教員アンケート結果（学生の理解度、習熟度等）は評価基準の

一つにはなる。 

 試験問題の点数のみならず、学生同士で情報交換しながら課題に取り組むといった

コミュニケーション能力の向上等も含めて総合的な評価が必要ではないか。 

 

(*1) 文部科学省「デジタルを活用した大学・高専教育高度化プラン」 

https://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/sankangaku/1413155_00003.htm 

(*2) 国立情報学研究所 大学等におけるオンライン教育とデジタル変革に関するサイバー

シンポジウム「教育機関 DX シンポ」 https://www.nii.ac.jp/event/other/decs/ 

 

 

5.2.4. ヒアリング調査結果（金沢工業大学） 

金沢工業大学 工学部ロボティクス学科 教授 鈴木 亮一 様へのヒアリング調査結果に

ついて、以下に示す。 

 

(1) 遠隔授業の状況 

 2020 年 4 月以降、遠隔授業をベースにして、必要に応じて学生に登校してもらっ

た。実技系科目も、オンラインで可能なものはオンライン形式で実施した。 

 最近では、できる限り対面形式で授業を行っているが、学生の要望がある場合など

の必要に応じてオンライン授業とのハイブリッド形式で実施している。(*1) 

 ICT 先端技術は、専門実験科目や PBL(Project Based Learning：課題解決型学習)

に活用することが多いが、座学の授業にも活用している。(*1) 

 

(2) 開発体制 

 学内に教育 DX 推進委員会と実施 WG を立ち上げて、教育 DX に明るいデジタル人

材育成（学生・教職員を含む）に取り組んでいる。 

 学内のデジタル機器を設定する部署や教材開発センターの専門スタッフが教員、学

生と協力しながら教材作成を行っている。 

 専門実験に使う教材は、学生が卒業研究、修士研究のテーマにおいて制作した。学

生のスキル向上に直接繋がるメリットあり。 

 学習管理システム（LMS）は外注した。また、一部のデジタル教材（安全教育向け

の電子教材）は外注で制作して活用している例もある。 

https://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/sankangaku/1413155_00003.htm
https
https
https://www.nii.ac.jp/event/other/decs/
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 学内の情報処理サービスセンターで遠隔授業の進め方のマニュアルを作成した。ラ

イブラリーセンターで著作権に関するマニュアルも作成し、周知を図っている。 

 

(3) 機材・通信環境 

 学生が所持するスマートフォンやノート PC（入学時に購入）も活用しながら、VR・

MR ヘッドセット、360 度カメラ等の機材を十分に賄えている。 

 学内 LAN と Wi-Fi 環境は年々整備を進めており、充足している。 

 

(4) 開発・運用のコスト 

 2020 年度に文部科学省の補助金を獲得（数億円規模）(*2) 。学内の予算も併用しな

がら開発・運用コストに充当している。 

 専用端末を使わずに、スマホ・ノート PC 等の既存の機材を使用すれば、比較的低

コストで済むのではないか。 

 システム導入した場合には、保守契約料、メンテナンス費用等が発生するが、教育

効果が上がるのであれば投資していかないといけない。 

 

(5) 教育効果の検証 

 対面形式、遠隔形式、対面でデジタル教材を使用した場合で、それぞれ学生の成績・

達成度、出席率、満足度を評価すればよいのではないか。 

 学生に対面形式と遠隔形式のどちらが良いのかを、学生に対して直接ヒアリングし

て確認することもできる。費用対効果を検証することはしていない。 

 メタバース空間やアバターなどの活用により、遠隔授業でもコミュニケーション能

力の向上も可能ではないか。医療・看護系の場合には触覚等のデジタル技術も必要

になる。 

 

(*1) 金沢工業大学「金沢工業大学の教育 DX 2022  KIT Challenge Edu-Tech」 

(*2) 文部科学省「デジタルを活用した大学・高専教育高度化プラン 

https://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/sankangaku/1413155_00003.htm 

  

https://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/sankangaku/1413155_00003.htm
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5.3. 調査結果のまとめ 

国内外における新たな技術開発の動向や先進的な活用事例に関して、主に「遠隔授業の質

向上・ICT 活用」、「AI×教育」に関する国内外の幅広い先端技術の開発動向、専修学校教育

への適用可能性のある先進的な活用事例等を対象として、専修学校教育への導入可能性が

高いと考えられる内容に重点を置いて調査を実施した。 

メタバースについては、専修学校のさまざまな分野の実習教育に導入可能性のある技術

が実現可能になりつつある。アバターを活用することにより、特に医療分野の看護系の実習

等でコミュニケーションが必要とされる場面において学習効果が期待できるとともに、あ

らゆる場面で、学生同士もしくは学生と教員間でのコミュニケーションの活性化が期待で

きる。 

DX 教材については、学生の出欠確認や学生の学習進捗の把握等に係る教員の負担を軽減

するような技術が実用化されており、教員は学生に対する教育指導により集中できるとと

もに、遠隔教育環境における学生のメンタルヘルスケアへの活用にも繋がる可能性がある。 

VR・AR を中心とした XR 技術については、実験設備が非常に高額であったり、危険性を

伴うなど、通常の実習では実施が困難な専修学校における実習に活用することで、効率的な

遠隔教育に繋がる可能性が十分に考えられる。また、学生は自分の都合に合わせて繰り返し

学習を行うことで学習効果の向上が期待できる。さらに、さまざまな分野の技能に係る熟練

者の作業を未熟者が追体験することが容易であるため、人材育成や技術伝承を進めること

が可能となる。 

AI×教育については、自動出題機能や試験対策に有効な機能等も開発が進んでおり、国

家資格試験の準備にあたり、繰り返し学習に活用することで効率的に知識・理解度の定着に

繋げることが可能となってきている。これに伴って、教員の実務指導に関わる負担軽減や、

より効率的な学校運営に繋がると考えられる。 
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付録 

付録 1 第 1回分野横断連絡調整会議の配付資料 

 

配付資料１ 議事次第 

令和４年度 専修学校における先端技術利活用実証研究 

第１回分野横断連絡調整会議 

議事次第 

 

開催日時：令和 4 年 8 月 9 日（火） 14:30～17:00 

開催場所：東京国際フォーラム ガラス棟 4 階 G402 会議室 

 

開会 

文部科学省挨拶 

配布資料説明【資料１】 

受託機関紹介【資料２】【資料３】 

 

議題 

（１）今年度の実施計画【資料４】 

（２）各プロジェクトの事業計画【資料５】 

（３）九州大学の遠隔授業モデルの事例紹介【資料６】 

（４）全体を通じた意見交換 

・開発体制、機材・通信環境、開発・運用のコスト、教育効果・コストの検証、課題

等 

（５）今後の予定 

 

閉会 

 

（配布資料） 

資料１ 議事次第 

資料２ 参加者名簿 

資料３ 座席表 

資料４ 今年度の実施計画（事務局） 

資料５ 各プロジェクトの事業計画（各団体） 

資料６ 九州大学の遠隔授業モデルの事例紹介（事務局） 

 

以 上 
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配付資料２ 参加者名簿（省略） 

配付資料３ 座席表（省略） 

 

配付資料４ 今年度の実施計画 
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配付資料５ 各プロジェクトの事業計画（省略） 
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配付資料６ 九州大学の遠隔授業モデルの事例紹介 
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付録 2 第 2回分野横断連絡調整会議の配付資料 

 

配付資料１ 議事次第 

令和４年度 専修学校における先端技術利活用実証研究 

第２回分野横断連絡調整会議 

議事次第 

 

開催日時：令和 4 年 11 月 10 日（木） 14:30～17:00 

開催場所：TKP 新橋カンファレンスセンター ホール 14A 

 

開会 

配布資料説明【資料１】 

議題 

（１）事例紹介 

・学校法人大和学園 京都製菓製パン技術専門学校【資料５－１】 

・学校法人重里学園 日本分析化学専門学校   【資料５－２】 

・学校法人文化学園 文化外国語専門学校    【資料５－３】 

（２）勉強会 

・九州大学の遠隔授業モデルの事例紹介（岡田義広 教授）  【資料６－１】 

・名古屋大学・金沢工業大学の事例紹介（事務局より概要報告）【資料６－２】 

（３）グループディスカッション【資料７】 

（４）今後の予定 

閉会 

 

（配布資料） 

資料１ 議事次第 

資料２ タイムテーブル 

資料３ 参加者名簿 

資料４ 座席表 

資料５－１ 事例紹介（京都製菓製パン技術専門学校） 

資料５－２ 事例紹介（日本分析化学専門学校） 

資料５－３ 事例紹介（文化外国語専門学校） 

資料６－１ 九州大学の遠隔授業モデルの事例紹介 

資料６－２ 名古屋大学・金沢工業大学の事例紹介 

資料７ グループディスカッション 

以 上 
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配付資料２ タイムテーブル（省略） 

配付資料３ 参加者名簿（省略） 

配付資料４ 座席表（省略） 

 

配布資料５－１ 事例紹介（京都製菓製パン技術専門学校） 

 

 

配布資料５－２ 事例紹介（日本分析化学専門学校） 
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配布資料５－３ 事例紹介（文化外国語専門学校） 
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配布資料６－１ 九州大学の遠隔授業モデルの事例紹介 
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配布資料６－２ 名古屋大学・金沢工業大学の事例紹介 
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配布資料７ グループディスカッション 
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付録 3 第 3回分野横断連絡調整会議の配付資料 

 

配付資料１ 議事次第 

令和４年度 専修学校における先端技術利活用実証研究 

第３回分野横断連絡調整会議 

議事次第 

 

開催日時：令和 5 年 2 月 1 日（水） 14:00～16:00 

開催形式：Microsoft Teams 会議 

 

開会 

配布資料説明【資料１】 

 

議題 

（１）事例紹介 

・学校法人原田学園 鹿児島医療技術専門学校  【資料４－１】 

・一般社団法人全国専門学校情報教育協会     【資料４－２】 

・学校法人浦山学園 富山情報ビジネス専門学校【資料４－３】 

（２）グループディスカッション【資料５】 

 

閉会 

 

（配布資料） 

資料１ 議事次第 

資料２ タイムテーブル 

資料３ 参加者名簿 

資料４－１ 事例紹介（学校法人原田学園 鹿児島医療技術専門学校） 

資料４－２ 事例紹介（一般社団法人 全国専門学校情報教育協会） 

資料４－３ 事例紹介（学校法人浦山学園 富山情報ビジネス専門学校） 

資料５ グループディスカッション 

 

以 上 

 

配布資料２ タイムテーブル（省略） 

配布資料３ 参加者名簿（省略） 
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配布資料４－１ 事例紹介（学校法人原田学園 鹿児島医療技術専門学校） 

 

 

配布資料４－２ 事例紹介（一般社団法人 全国専門学校情報教育協会） 
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配布資料４－３ 事例紹介（学校法人浦山学園 富山情報ビジネス専門学校） 
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配布資料５ グループディスカッション 

 

 

 

 


